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みなかみ町の農業委員さんを紹介しますみなかみ町の農業委員さんを紹介しますみなかみ町の農業委員さんを紹介しますみなかみ町の農業委員さんを紹介します
　前任の農業委員さんの任期が平成22年４月で満了となり、これに伴い「みなかみ町農業委員会委員選挙」を
執り行いました。定数30に対し30人が立候補し、無投票により当選され新たな農業委員さんが決定しました。
　また、町議会推薦（４人）、土地改良区推薦（１人）、農業協同組合推薦（１人）による農業委員さんも決定し
ました。
　今後、任期３年間活躍が期待される36人の農業委員さんを紹介します。（敬称略）

≪表示：名前、住所≫

近藤治世
師389

こん どう はる よ

櫛渕武重
後閑2326

くし ぶち たけ しげ

星野敏雄
政所762

ほし の とし お

滝澤昌彦
下津1657

たき ざわ まさ ひこ

田村一夫
谷川257

た むら かず お

小野良一
小仁田313-2

お の りょう いち

林　具公
猿ヶ京温泉146-3

はやし とも まさ

林　茂昭
相俣29

はやし しげ あき

吉野拓夫
藤原2923

よし の たく お

諸田智司
下牧1885

もろ だ とも じ

眞庭　宏
粟沢82

ま にわ ひろし

田村賢治
高日向357

た むら けん じ

石坂　宏
小川2326

いし ざか ひろし

原　　等
月夜野1888

はら ひとし

小野修治
小川3128-3

お の しゅう じ

鈴木敬朗
上牧1621

すず き ゆき お

高橋達治
上津1796-1

たか はし たつ じ

深津利夫
下津2457

ふか づ とし お

平井羽市
上津1393

ひら い う いち

片野　繁
月夜野155

かた の しげる
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■農地転用許可申請関係
　●提出期日　毎月10日締切
　●提出場所　農業委員会事務局
　（役場農政課または、各支所の
　　　　　建設・産業グループまで）  

■農業振興地域農用地区域
　除外申請関係
　●提出期限　年１回 ９月末日締切
　●提出場所　農業委員会事務局
　（役場農政課または、各支所の
　　　　　建設・産業グループまで）

農政課　農業委員会事務局
☎（２５）５０１５

水上支所　建設・産業グループ
☎（７２）２１１１

新治支所　建設・産業グループ
☎（６４）０１１１

▼

農
業
委
員
会
委
員
選
挙

　
　
　
　
　
　
　
　
当
選
証
書
付
与
式
の
様
子

小林安之
須川1838

こ ばやし やす ゆき

高橋俊一
相俣1362

たか はし しゅん いち

高橋洋子
上津2730
（議会推薦）

たか はし よう こ

吉野　裕
藤原2915
（議会推薦）

よし の ゆたか

松原元治
師田205

まつ ばら もと じ

原澤孝一
羽場667

はら さわ こう いち

藤井健一
羽場1083

ふじ い けん いち

田村文生
新巻1807-2

た むら ふみ お

原澤保雄
布施1636-1

はら さわ やす お

本多史郎
西峰須川658-2

ほん だ ふみ お

本多　剛
須川１

(土地改良区推薦)

ほん だ たけし

櫛渕睦夫
後閑902

(農業協同組合推薦)

くし ぶち むつ お

小林和一
入須川1832-1

こ ばやし わ いち

本多貞良
東峰70

ほん だ さだ よし

鈴木春美
阿能川113
（議会推薦）

すず き はる み

原澤昭子
布施2226-4
（議会推薦）

はら さわ しょう こ

連絡・問い合わせ先

※農地の賃貸借・売買等および、農
地以外に転用する時は、必ず農業
委員会または地元農業委員さんに
ご相談ください。

申請書類等の提出期日申請書類等の提出期日
の お 知 ら せ
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消
防
団

ー 

新
役
員
の
紹
介 

ー
　
４
月
２
日（
金
）、み
な
か
み
町
消
防
団

辞
令
交
付
式
お
よ
び
第
１
回
役
員
会
議
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　
本
部
役
員
と
分
団
役
員
の
皆
さ
ん
を
ご

紹
介
し
ま
す
。　

（
敬
称
略
）

団　長

森　　健 治
（月夜野）

もり けん じ
副  団  長

阿 部　　清
（綱子）

あ きよしべ
副  団  長

矢 部 利 行
（石倉）

ゆきや べ とし
副  団  長

田 村 和 寿
（猿ヶ京温泉）

かず ひさた むら

ラッパ長

岡 村 祐 治
（師田）

おか むら ゆう じ

副ラッパ長

中 嶋 誠 志
（月夜野）

なか じま せい し
副ラッパ長

鈴 木　　亨
（小仁田）

すず き とおる
第1分団長

荻 野 公 秀
おぎ の きみ ひで

第2分団長

原 澤 祐 介
はら さわ ゆう すけ

第3分団長

田 村 秋 男
た むら あき お

第4分団長

中 島 敦 史
なか じま あつ し

第10分団長

林　　章 弘
はやし あき ひろ

第9分団長

山 田　　渉
やま だ わたる うち しゅん

第8分団長

木 内　　俊
き

第7分団長

関　　博 一
せき ひろ かず

第6分団長

石 関　  剛
いし ぜき つよし

第5分団長

荒 木 常 彰
あら き つね あき

副  団  長

尾 崎　　敬
（湯宿温泉）

お ざき けい
副  団  長

青 木　　誠
（真庭）

あお き まこと
副  団  長

林 　 　 仁
（藤原）

はやし ひとし

水上地区

水上地区新治地区

月夜野地区

無 火 災 ・ 災 害 防 止 に 努 め ま す ！
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町
で
は
、
予
算
が
ど
の
よ
う
な

目
的
に
使
わ
れ
、
ど
れ
く
ら
い
の

進
捗
状
況
に
あ
る
の
か
を
知
っ
て

い
た
だ
く
た
め
、
年
２
回
、
予
算

の
執
行
状
況
等
を
公
表
し
て
い
ま

す
。
今
回
は
平
成
21
年
度
下
半
期

（
平
成
22
年
３
月
31
日
現
在
）
の

状
況
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
予
算

執
行
に
は
、
現
金
の
未
収
未
払
の

整
理
を
行
う
た
め
の
出
納
整
理
期

間
（
４
月
１
日
〜
５
月
31
日
）
な

ど
が
あ
る
た
め
、
決
算
額
と
は
異

な
り
ま
す
。
な
お
、
金
額
の
一
万

円
未
満
は
整
理
し
て
あ
り
ま
す
。

　

平
成
21
年
度
の
一
般
会
計
当
初
予
算
額
は
１
２
６
億
２
，５
０
０
万
円

で
し
た
が
、国
の
経
済
対
策
に
伴
う
臨
時
交
付
金
を
活
用
し
た
小
中
学
校

の
耐
震
整
備
や
、後
閑
駅
周
辺
整
備
な
ど
の
経
費
を
中
心
に
追
加
補
正
を

行
い
、最
終
予
算
額
は
１
６
５
億
３
，０
７
４
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

　

執
行
状
況
を
見
る
と
、歳
入
の「
町
債
」や「
国
庫
・
県
支
出
金
」は
通
常
、

事
業
完
了
後
の
出
納
整
理
期
間（
４
〜
５
月
）に
入
金
さ
れ
る
た
め
、収
入

率
が
低
く
な
っ
て
い
ま
す
。ま
た
、歳
出
で
は
、年
度
内
に
完
了
し
な
か
っ

た
建
設
工
事
の
一
部（
水
上
中
学
校
改
築
工
事
や
光
フ
ァ
イ
バ
ー
敷
設
工

事
な
ど
）を
平
成
22
年
度
に
繰
り
越
し
て
行
う
た
め
、
建
設
工
事
を
多
く

含
む「
教
育
費
」や「
土
木
費
」の
執
行
率
が
低
く
な
っ
て
い
ま
す
。

平
　
成
　
21
　
年
　
度
　
下
　
半
　
期

予
算
の
執
行
状
況
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

予
算
の
執
行
状
況
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

予
算
の
執
行
状
況
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

◆会計別予算執行状況
（平成22年３月31日現在）

区　　　分 予算額
（円）

収入率
（％）

執行率
（％）

一 般 会 計 現　年　分
繰　越　分

国民健康保険特別会計
老 人 保 健 特 別 会 計
後期高齢者医療特別会計
介 護 保 険 特 別 会 計
簡易水道事業特別会計
下 水 道 事 業 特 別 会 計
利根沼田広域観光センター特別会計
自家用有償バス事業特別会計
スキー場事業特別会計

温泉事業特別会計

水 道 事 業
会 計

現　年　分
繰　越　分
収益的収入
収益的支出
資本的収入
資本的支出

 165億3,074万 73.2 75.7
 8億2,411万 84.8 93.5
 30億2,906万 89.3 85.2
 1,925万 91.2 8.5
 2億2,682万 96.8 91.6
 18億1,464万 93.4 90.2
 2億5,137万 83.4 91.2
 13億4,065万 93.5 91.9
 745万 75.2 86.6
 1,048万 101.3 85.5
 1,317万 99.9 77.6
 3,437万 104.5 62.5
 600万 100.0 87.5
 2億8,929万 101.5 ー
 2億3,802万 ー 86.7
 5,994万 91.3 ー
 1億3,923万 ー 95.4

◆財産の状況
（平成22年３月31日現在）

区　　　分 金　額（円） 区　　　分 金　額（円）
財 政 調 整 基 金
減 債 基 金
その他特定目的基金
公 営 事 業 基 金
　　合　　　計　　

◆町債の状況
（平成22年３月31日現在）

一 般 会 計
簡易水道事業特別会計
下水道事業特別会計
水 道 事 業 会 計
　　合　　　計　　

一
般
会
計
の
執
行
状
況

■
町
の
中
心
と
な
る
会
計
で
行
政
運
営
の
基
本
的
な
経
費
■

24億4,336万
1億4,493万
15億3,996万
2億9,045万
44億1,870万

151億1,480万
10億3,762万
49億8,303万
8億9,239万

220億2,784万

地方交付税 そ の 他

議 会 費

商 工 費

消 防 費

農林水産業費

衛 生 費

総 務 費

土 木 費

民 生 費

公 債 費

教 育 費

町 税

国庫支出金

町 債

繰 入 金

県 支 出 金

繰 越 金

そ の 他

地方譲与税・
交 付 金 等

分担金及び
負 担 金

使用料及び
手 数 料

40 35 30 25 20 15 10 5 0

0 10 20 30 40 50（億円）

（億円）

歳入 歳出
凡　例

予算額（千円）
収入・執行率（％）

56.4
72,058

4,649,569
102.1
3,678,777
106.4
3,166,007
41.7
2,204,300
0

409,538
92.1

889,126
35.3

554,001
94.8

301,445
100.0
291,628
85.8
224,976
96.9
161,370
82.4

94.7
105,322
76.9

434,838
94.9

453,514
79.0

1,154,538
90.7

1,248,046
77.1

1,883,953
52.1

2,249,731
90.9

2,404,781
98.5

2,563,789
56.0

3,960,167

歳入

歳出
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◆　「子ども手当」ってどんな制度？　◆

　４月下旬に対象と思われる方（中学校を卒業するまでの子どもを養育する方）全員に申請関係書類を郵送しましたので、
申請が必要な方は役場窓口・各支所の窓口で申請手続を済ませてください。
　子ども手当の開始により新たに対象となる方は、「子ども手当認定請求書」の提出が必要となります。なお、平成22年３
月まで児童手当を受給していた方は、新たな申請が免除され、手続の必要はありません。ただし、児童手当を受給していた
方で、新たに子ども手当の対象となる子ども(原則として中学２年生と３年生)がいる場合には、「子ども手当額改定認定請
求書」の提出が必要です。
※公務員については、勤務先の総務（庶務）等担当にて手続となります。
※受給対象者と子どもが別居している場合で、所得制限等の理由により児童手当を受けていなかった方は、役場で事前確
認がとれないため、４月下旬の通知対象者一覧からはずれています。必ず、役場窓口で手続をしてください。
●申請締切　平成22年５月20日（木）
　　　　　　※締切を過ぎた場合は、６月期の支払に反映できない場合があります。ただし、10月の支払期に合算して支払います。

◎子どもが生まれた方
　子どもが生まれたときは、『認定請求書』（既に子ども手当を受給している兄弟がいる場合は『額改定認定請求書』）の
提出が必要です。原則として請求のあった月の翌月分から手当が支給されます。

　子ども手当が平成22年４月より開始されたことを受けて、次のとおり支給金額を変更しました。
【支給金額】　■第１子　20,000円　■第２子　50,000円　■第３子以降　150,000円
【対 象 者】　出生した子を養育する父または母で、子の出生日までに６か月以上、町に住民登録さ
　　　　　　れている方。

◆　「申請手続」ってどうすればいいの？　◆

3月31日現在、児童手当を
受給されている方

３月31日現在、児童手当を
受給されていない方

小学生以下の子ども

中学生の子ども 小学生以下の子ども

中学生の子ども

※手当は4月分から支給されます。
※平成22年4月に中学生となった子（3月まで児童手当の対象だった子）についても手続は不要です。

４月から「児童手当」が『子ども手当』になりました子ども
手当

○子ども手当は、次代の社会を担う子どもの健やかな育ちを社会全体で応援する制度です。
○児童手当は０才から小学校修了までを対象とし、所得によって制限がありましたが、子ども手当は中学校修了までが対
象となり、所得制限もありません。

○子どもを養育している方に、中学校を卒業するまでの子ども１人につき、月額１万３千円（平成22年度）が支給されます。
○子ども手当の支払は、６月、10月、２月の年３回で、前月分までの手当が支払われます。

　　■平成22年 ６ 月期支払・・・児童手当２月・３月分 ＋ 子ども手当４月・５月分
　　■平成22年10月期支払・・・子ども手当６月・７月・８月・９月分
　　■平成23年 ２ 月期支払・・・子ども手当10月・11月・12月・１月分

出産祝金の変更について出産
祝金

子ども手当 子ども手当 子ども手当

新たな手続は不要 『認定請求書』の提出が必要

中学生の子どもにつ
いて、『額改定認定請
求書』の提出が必要

新たな
手続は不要

◆Aさん家族の場合 ◆Cさん家族の場合

◆Bさん家族の場合
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　平成22年度から、一律月額5,000円、年間で60,000円軽減されます。（二人目の園児につ
いては、半額の月額2,500円の軽減となり、三人目以降の保育料は今まで通り無料です。）
　詳細は下記基準額表のとおりです。

　みなかみ町不妊治療費助成事業は、不妊治療をされているご夫婦の経済的な負担を軽減す
るため、平成22年4月1日以降の不妊治療（医療保険診療適用外の治療に限る）に要する医
療費の助成を行うものです。

保育園の保育料が下がりました

■平成22年度保育園徴収金（保育料）基準額表 （単位：円）

各月初日の入園児童の属する世帯の階層区分 徴収金基準額（保育料月額）

階層
区分

第１

第２

第３

第４
第５
第６
第７
第８

定　　義

生活保護法による被保護世帯（単給世帯を含む）および中国残留邦人等の
円滑な帰国の促進および永住帰国後の自立支援に関する法律による支援給
付受給世帯

第１階層および第４～第８階層を除
き、前年度分の市町村民税額の区分が
次の区分に該当する世帯

市町村民税非課税世帯

市町村民税課税世帯

第１階層を除き、前年分の所得税課税
世帯であって、その所得税額の区分が
次の区分に該当する世帯

  40,000円 未満
  40,000円 以上  103,000円 未満
103,000円 以上  413,000円 未満
413,000円 以上  734,000円 未満
734,000円 以上

3歳未満児
の場合

3歳以上児
の場合

 20,000 17,000
 26,000 23,000
 33,000 30,000
 38,000 35,000
 38,000 35,000

 12,000 9,000

 3,000 0

 0 0

みなかみ町不妊治療費助成事業のご案内

助成を受
けるため
の要件

助成対象
となる不
妊治療費

助成内容

申請期間

●不妊治療をしている法律上の婚姻関係にある夫婦
●申請日の1年以上前から、夫婦共にみなかみ町に住所を有する者
●医療保険加入者

●不妊治療費および不妊治療に付随する検査費等、治療に要する費用が助成対象になります。
　（不妊診断のための検査費は対象になりません。）
●県の特定不妊治療費助成事業と重複して、町の助成も受けることができます。
　（但し、県の助成金を優先します）
※注）申請に係る文書作成料などは、助成対象に含めることはできません。

●助成対象額は、当該年度内の不妊治療費の夫婦負担額の２分の１（千円未満は切り捨てる）です。
●助成額は、夫婦一組に対し、１年度（４月から翌年の３月まで）につき10万円が上限です。
　但し、県の助成金と町の助成金の合計が治療に要した額を超える場合は県を優先し、要した額を限度
とします。
●助成回数は、夫婦１組に対して、通算５回（５年度）までです。１年度につき１回の申請です。

●申請年度（４月１日～翌年３月31日）に受けた不妊治療は、原則としてその年度内に行ってください。や
むを得ない理由で申請期限を過ぎてしまう場合は、あらかじめ子育て健康課までご連絡ください。

※注）診療期間完了後、必ず１ヶ月以内に町に申請してください。

※詳しくは、下記までご連絡ください。
■問い合わせ先／子育て健康課　子育て支援グループ　☎（２５）５００９

保育料

不妊治療
費助成

※３歳未満児の保育料は、県の補助金によって３歳以上児と同額になります。
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■
総
務
課

　
行
政
グ
ル
ー
プ

　
　
Ｇ
Ｌ
　
　
内
田
　
保
　
　
町
民
福
祉
課
Ｓ
Ｌ

　
　
主
査
　
　
今
井
エ
ミ
　
　
総
合
政
策
課
主
査

　
行
革
推
進
室

　
　
室
長
兼
Ｇ
Ｌ

　
　
　
　
　
　
山
岸
正
幸
　
　
総
合
政
策
課
Ｓ
Ｌ

　
　
係
長
　
　
高
橋
圭
吾
　
　
総
合
政
策
課
係
長

　
　
主
任
　
　
本
多
康
樹
　
　
新
治
支
所
主
任

　
　
主
任
　
　
小
野
宏
和
　
　
町
民
福
祉
課
主
任

　
管
財
・
防
災
グ
ル
ー
プ

　
　
Ｓ
Ｌ
　
　
高
橋
一
夫
　
　
総
務
課
係
長

　
　
係
長
　
　
丸
山
浩
文
　
　
子
育
て
健
康
課
係
長

　
　
主
査
　
　
伊
平
憲
幸
　
　
観
光
商
工
課
主
査

　
　
主
任
　
　
吉
野
有
美
子
　
観
光
商
工
課
主
任

　
水
上
支
所

　
　
支
所
長
　
雲
越
栄
一
　
　
水
上
支
所
次
長

　
庶
務
・
住
民
サ
ー
ビ
ス
グ
ル
ー
プ

　
　
係
長
　
　
泉
　
雪
江
　
　
教
育
課
係
長

　
　
主
査
　
　
鈴
木
香
理
　
　
会
計
課
主
査

　
建
設
・
産
業
グ
ル
ー
プ
　

　
　
Ｇ
Ｌ
　
　
高
野
一
男
　
　
教
育
課
生
涯
学
習
Ｇ
Ｌ

　
新
治
支
所

　
　
支
所
長
　
永
井
泰
一
　
　
新
治
支
所
次
長

　
庶
務
・
住
民
サ
ー
ビ
ス
グ
ル
ー
プ

　
　
係
長
　
　
中
島
秀
明
　
　
利
根
沼
田
広
域
圏
派
遣

　
　
係
長
　
　
田
村
晴
夫
　
　
総
合
政
策
課
係
長

　
　
係
長
　
　
吉
田
清
美
　
　
町
民
福
祉
課
係
長

　
　
主
査
　
　
　
井
正
隆
　
　
税
務
課
主
査

　
　
主
査
　
　
木
村
裕
子
　
　
子
育
て
健
康
課
栄
養
士

町

職

員

人

事

異

動
（
４
月
１
日
付
）

※

緑
字
は
異
動
前
の
所
属

　
Ｇ
Ｌ
は
グ
ル
ー
プ
リ
ー
ダ
ー
・
Ｓ
Ｌ
は
サ
ブ
リ
ー
ダ
ー
の
略
で
す

　
建
設
・
産
業
グ
ル
ー
プ

　
　
Ｇ
Ｌ
　
　
深
津
信
之
　
　
水
上
第
二
保
育
園
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
Ｇ
Ｌ
）

　
　
係
長
　
　
増
田
宗
昭
　
　
農
政
課
係
長

■
総
合
政
策
課

　
財
政
グ
ル
ー
プ

　
　
Ｇ
Ｌ
　
　
岡
田
宏
一
　
　
総
合
政
策
課

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
企
画
財
政
Ｇ
Ｌ

　
　
主
任
　
　
新
井
芙
美
子
　
総
務
課
主
任

　
　
主
事
　
　
田
村
　
勝
　
　
総
務
課
主
事

　
企
画
振
興
グ
ル
ー
プ

　
　
Ｇ
Ｌ
　
　
澤
浦
厚
子
　
　
子
育
て
健
康
課
Ｓ
Ｌ

　
　
Ｓ
Ｌ
　
　
鈴
木
和
幸
　
　
総
合
政
策
課
係
長

　
　
主
任
　
　
池
田
大
吾
　
　
総
務
課
主
任

　
　
主
任
　
　
阿
部
真
行
　
　
観
光
商
工
課
主
任

　
　
主
事
補
　
吉
田
裕
哉
　
　
新
規
採
用

■
税
務
課

　
課
長
　
　
　
平
原
文
雄
　
　
総
合
政
策
課

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
環
境
力
推
進
室
長

　
資
産
税
グ
ル
ー
プ

　
　
主
任
　
　
原
澤
　
修
　
　
群
馬
県
市
町
村
課
派
遣

　
住
民
税
グ
ル
ー
プ

　
　
Ｓ
Ｌ
　
　
佐
藤
富
士
夫
　
水
上
支
所
Ｓ
Ｌ

　
滞
納
整
理
室

　
　
係
長
　
　
永
井
初
美
　
　
水
上
第
一
保
育
園
保
育
士

　
　
主
査
　
　
周
藤
　
学
　
　
教
育
課
主
査

　
　
係
長
　
　
阿
部
　
英

　
　
（
群
馬
県
中
部
県
税
事
務
所
派
遣
）　
税
務
課
係
長

■
町
民
福
祉
課

　
課
長
　
　
　
関
　
章
二
　
　
新
治
支
所
長

　
福
祉
・
医
療
グ
ル
ー
プ

　
　
係
長
　
　
小
野
め
ぐ
み
　
水
上
支
所
係
長

　
　
主
査
　
　
笛
木
あ
ゆ
み
　
新
治
支
所
主
査

　
　
主
事
補
　
深
津
加
奈
絵
　
新
規
採
用

　
高
齢
・
介
護
グ
ル
ー
プ

　
　
Ｓ
Ｌ
　
　
田
村
英
明
　
　
農
政
課
係
長

　
　
係
長
　
　
宮
代
千
代
子
　
新
治
中
学
校
支
援
員

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
係
長
）

　
　
主
任
　
　
原
　
香
織
　
　
子
育
て
健
康
課
保
健
師

■
子
育
て
健
康
課

　
子
育
て
支
援
グ
ル
ー
プ

　
　
Ｇ
Ｌ
　
　
金
古
伸
夫
　
　
子
育
て
健
康
課

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
子
育
て
・
健
康
Ｇ
Ｌ

　
　
係
長
　
　
原
　
　
隆
　
　
総
務
課
係
長

　
　
係
長
　
　
木
村
恵
美
子
　
に
い
は
る
こ
ど
も
園

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
教
諭
兼
保
育
士

　
　
主
事
　
　
竹
之
内
知
佳
　
水
上
第
一
保
育
園
保
育
士

　
　
園
長
兼
Ｇ
Ｌ

　
　
　
　
　
　
小
林
直
己
　
　
水
上
第
三
保
育
園
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
Ｇ
Ｌ
）

　
月
夜
野
幼
稚
園

　
　
Ｓ
Ｌ
　
　
小
柴
千
恵
子
　
月
夜
野
幼
稚
園

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
下
牧
分
園
Ｓ
Ｌ

　
　
係
長
　
　
石
坂
清
美
　
　
水
上
第
二
保
育
園
保
育
士

　
　
主
査
　
　
真
庭
朱
美
　
　
水
上
第
一
保
育
園
保
育
士

　
月
夜
野
幼
稚
園
下
牧
分
園

　
　
主
査
　
　
吉
原
ま
み
　
　
に
い
は
る
こ
ど
も
園
教
諭

　
　
主
査
　
　
長
谷
川
清
美
　
水
上
第
一
保
育
園
保
育
士

　
月
夜
野
北
幼
稚
園

　
　
係
長
　
　
阿
部
美
代
子
　
水
上
第
二
保
育
園
保
育
士
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報

　
水
上
第
三
保
育
園

　
　
係
長
　
　
木
村
久
美
子
　
水
上
第
二
保
育
園
保
育
士

　
に
い
は
る
こ
ど
も
園

　
　
園
長
兼
次
長

　
　
　
　
　
　
青
柳
健
市
　
　
子
育
て
健
康
課
次
長

　
　
Ｓ
Ｌ
　
　
室
橋
き
く
江
　
月
夜
野
幼
稚
園
Ｓ
Ｌ

　
　
係
長
　
　
石
井
ひ
と
み
　
水
上
第
一
保
育
園
保
育
士

　
　
係
長
　
　
山
崎
愛
子
　
　
水
上
第
一
保
育
園
保
育
士

　
　
主
査
　
　
小
野
永
子
　
　
水
上
第
一
保
育
園
保
育
士

　
　
主
査
　
　
片
桐
郁
子
　
　
月
夜
野
幼
稚
園
教
諭

　
健
康
推
進
グ
ル
ー
プ

　
　
Ｇ
Ｌ
　
　
五
百
久
淳
志
　
総
務
課
行
政
Ｇ
Ｌ

　
　
係
長
　
　
上
原
　
充
　
　
に
い
は
る
こ
ど
も
園

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
栄
養
士

　
　
主
査
　
　
高
橋
良
江
　
　
町
民
福
祉
課
看
護
師

■
環
境
課

　
課
長
　
　
　
山
賀
晃
男
　
　
生
活
環
境
課
長

　
環
境
政
策
グ
ル
ー
プ

　
　
Ｇ
Ｌ
　
　
櫛
渕
達
夫
　
　
町
民
福
祉
課
Ｓ
Ｌ

　
　
Ｓ
Ｌ
　
　
高
橋
英
俊
　
　
生
活
環
境
課
Ｓ
Ｌ

　
　
係
長
　
　
小
池
俊
弘
　
　
総
合
政
策
課
係
長

　
　
係
長
　
　
小
林
　
勲
　
　
総
合
政
策
課
係
長

　
　
係
長
　
　
原
沢
智
章
　
　
生
活
環
境
課
係
長

　
　
係
長
　
　
鈴
木
茂
範
　
　
水
上
支
所
係
長

　
　
主
査
　
　
阿
部
勝
紀
　
　
総
務
課
主
査

　
奥
利
根
ア
メ
ニ
テ
ィ
パ
ー
ク

　
　
次
長
　
　
須
藤
信
保
　
　
生
活
環
境
課
次
長

　
　
Ｓ
Ｌ
　
　
宮
代
智
彦
　
　
生
活
環
境
課
Ｓ
Ｌ

　
　
Ｓ
Ｌ
　
　
武
淵
政
見
　
　
生
活
環
境
課
Ｓ
Ｌ

　
　
係
長
　
　
高
橋
　
実
　
　
生
活
環
境
課
係
長

　
　
係
長
　
　
小
槫
晴
彦
　
　
生
活
環
境
課
係
長

　
　
主
査
　
　
馬
場
和
典
　
　
生
活
環
境
課
主
査

　
　
主
査
　
　
猪
股
正
治
　
　
生
活
環
境
課
主
査

　
　
主
査
　
　
芳
川
　
清
　
　
生
活
環
境
課
主
査

　
　
主
査
　
　
田
村
権
広
　
　
生
活
環
境
課
主
査

　
　
主
査
　
　
田
村
清
明
　
　
生
活
環
境
課
主
査

　
　
主
査
　
　
萩
原
正
道
　
　
生
活
環
境
課
主
査

　
　
主
任
　
　
阿
部
　
武
　
　
生
活
環
境
課
主
任

　
　
清
掃
夫
　
小
林
正
雄
　
　
生
活
環
境
課
清
掃
夫

　
　
清
掃
夫
　
片
野
羊
二
　
　
生
活
環
境
課
清
掃
夫

　
　
清
掃
夫
　
内
藤
　
宏
　
　
生
活
環
境
課
清
掃
夫

　
　
清
掃
夫
　
今
井
一
也
　
　
生
活
環
境
課
清
掃
夫

　
　
清
掃
夫
　
宮
代
　
高
　
　
生
活
環
境
課
清
掃
夫

■
上
下
水
道
課

　
課
長
　
　
　
杉
木
清
一
　
　
生
活
環
境
課
次
長

　
下
水
道
グ
ル
ー
プ

　
　
Ｇ
Ｌ
　
　
宇
津
木
順
三
　
生
活
環
境
課
環
境
Ｇ
Ｌ

　
　
Ｓ
Ｌ
　
　
中
西
　
子
　
　
生
活
環
境
課
Ｓ
Ｌ

　
　
Ｓ
Ｌ
　
　
金
子
喜
一
郎
　
生
活
環
境
課
Ｓ
Ｌ

　
　
主
査
　
　
青
柳
利
作
　
　
生
活
環
境
課
主
査

　
　
主
査
　
　
高
橋
晃
規
　
　
生
活
環
境
課
主
査

　
上
水
道
グ
ル
ー
プ

　
　
Ｇ
Ｌ
　
　
高
橋
孝
一
　
　
生
活
環
境
課
上
水
道
Ｇ
Ｌ

　
　
Ｓ
Ｌ
　
　
永
井
弘
志
　
　
生
活
環
境
課
Ｓ
Ｌ

　
　
Ｓ
Ｌ
　
　
池
田
浩
二
　
　
生
活
環
境
課
Ｓ
Ｌ

　
　
Ｓ
Ｌ
　
　
佐
藤
重
男
　
　
生
活
環
境
課
Ｓ
Ｌ

　
　
係
長
　
　
入
澤
は
る
み
　
生
活
環
境
課
係
長

　
　
係
長
　
　
大
久
保
利
男
　
生
活
環
境
課
係
長

　
　
主
査
　
　
阿
部
貴
光
　
　
地
域
整
備
課
主
査

　
　
主
査
　
　
鈴
木
紀
哉
　
　
生
活
環
境
課
主
査

　
　
主
査
　
　
石
坂
久
夫
　
　
生
活
環
境
課
主
査

　
　
主
査
　
　
鈴
木
真
人
　
　
生
活
環
境
課
主
査

　
　
主
任
　
　
阿
部
博
孝
　
　
生
活
環
境
課
主
任

　
　
主
任
　
　
石
坂
　
亮
　
　
生
活
環
境
課
主
任

■
農
政
課

　
課
長
　
　
　
篠
田
　
朗
　
　
農
政
課
農
村
整
備
Ｇ
Ｌ

　
農
政
グ
ル
ー
プ

　
　
Ｓ
Ｌ
　
　
原
澤
達
也
　
　
農
政
課
係
長

　
　
係
長
　
　
合
沢
　
衛
　
　
新
治
支
所
係
長

　
　
係
長
　
　
味
戸
勝
彦
　
　
水
上
支
所
係
長

　
　
係
長
　
　
林
　
義
信
　
　
新
治
支
所
係
長

　
　
係
長
　
　
大
塚
　
裕
（
農
業
共
済
組
合
派
遣
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
農
政
課
係
長

　
　
主
任
　
　
戸
田
泰
基
（
農
業
共
済
組
合
派
遣
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
生
活
環
境
課
主
任

　
農
村
整
備
グ
ル
ー
プ

　
　
Ｇ
Ｌ
　
　
松
井
田
順
一
　
税
務
課
Ｓ
Ｌ

　
　
Ｓ
Ｌ
　
　
林
　
正
典
　
　
農
政
課
係
長

■
観
光
商
工
課

　
課
長
　
　
　
真
庭
　
敏
　
　
観
光
商
工
課
次
長

　
観
光
商
工
グ
ル
ー
プ

　
　
Ｇ
Ｌ
　
　
杉
木
隆
司
　
　
総
務
課
Ｓ
Ｌ

　
　
主
査
　
　
林
　
登
紀
枝
　
教
育
課
主
査

　
　
主
任
　
　
原
澤
育
男
　
　
新
治
支
所
主
任

　
　
主
任
　
　
西
山
智
哉
　
　
水
上
支
所
主
任

　
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
推
進
室

　
　
室
長
兼
Ｇ
Ｌ

　
　
　
　
　
　
田
村
雅
仁
　
　
観
光
商
工
課
観
光
商
工
Ｇ
Ｌ

■
地
域
整
備
課

　
管
理
・
建
設
グ
ル
ー
プ

　
　
主
事
　
　
田
村
伸
行
　
　
地
域
整
備
課
主
事
補

　
都
市
計
画
グ
ル
ー
プ

　
　
主
査
　
　
村
山
博
志
　
　
土
地
開
発
公
社
派
遣

　
　
主
任
　
　
河
合
輝
尚
　
　
新
治
支
所
主
任

　
　
主
事
　
　
奈
良
　
徹
　
　
地
域
整
備
課
主
事
補

　
　
係
長
　
　
石
橋
和
樹
（
土
地
開
発
公
社
派
遣
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
新
治
支
所
係
長

　
除
雪
セ
ン
タ
ー

　
　
所
長
兼
次
長

　
　
　
　
　
　
須
藤
邦
男
　
　
水
上
支
所
建
設･

産
業
Ｇ
Ｌ

　
　
Ｓ
Ｌ
　
　
中
島
寿
美
雄
　
生
活
環
境
課
Ｓ
Ｌ

　
　
Ｓ
Ｌ
　
　
中
島
修
一
　
　
水
上
支
所
Ｓ
Ｌ

　
　
運
転
手
　
今
井
　
勇
　
　
水
上
支
所
運
転
手

　
　
運
転
手
　
齋
木
真
一
　
　
水
上
支
所
運
転
手



10

2010.05／第55号●●●●

■
会
計
課

　
　
係
長
　
　
本
多
由
紀
子
　
月
夜
野
北
幼
稚
園
教
諭

■
教
育
課

　
月
夜
野
北
小
学
校

　
　
用
務
員
　
笠
井
百
合
子
　
に
い
は
る
こ
ど
も
園

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
調
理
師

　
幸
知
小
学
校

　
　
支
援
員
　
都
丸
美
砂
子
　
水
上
第
二
保
育
園
保
育
士

　
新
治
小
学
校

　
　
支
援
員
　
原
澤
　
惠
　
　
水
上
第
一
保
育
園
保
育
士

　
生
涯
学
習
推
進
室

　
　
室
長
兼
次
長

　
　
　
　
　
　
柳
　
　
健
　
　
教
育
課
次
長

　
　
Ｇ
Ｌ
　
　
増
田
和
也
　
　
教
育
課
Ｓ
Ｌ

　
　
主
査
　
　
佐
藤
洋
美
　
　
生
活
環
境
課
主
査

　
　
主
査
　
　
田
村
泰
則
　
　
農
政
課

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
農
業
共
済
派
遣
）

■
退
職
者

　
税
務
課　
　
　
　
課
長
　
　
　
　
　
　
　
　
木
村
一
夫

　
水
上
支
所　
　
　
支
所
長
　
　
　
　
　
　
　
阿
部
　
正

　
観
光
商
工
課　
　
課
付
課
長
　
　
　
　
　
　
本
多
　
剛

　
農
政
課　
　
　
　
課
長
　
　
　
　
　
　
　
　
阿
部
行
雄

　
観
光
商
工
課　
　
課
長
　
　
　
　
　
　
　
　
林
　
　
昭

　
町
民
福
祉
課　
　
課
長
　
　
　
　
　
　
　
　
石
川
　
晃

　
子
育
て
健
康
課　
水
上
第
一
保
育
園
長
　
　
平
澤
良
司

　
子
育
て
健
康
課　
に
い
は
る
こ
ど
も
園
長
　
笛
木
珠
江

　
子
育
て
健
康
課　
に
い
は
る
こ
ど
も
園
　
　
渕
本
　
操

　
新
治
支
所　
　
　
Ｓ
Ｌ
　
　
　
　
　
　
　
　
森
下
　
豊

　
新
治
支
所　
　
　
Ｓ
Ｌ
　
　
　
　
　
　
　
　
阿
部
勝
太
郎

　
教
育
課　
　
　
　
水
上
中
学
校
教
諭
　
　
　
簑
輪
欣
房

　
教
育
課　
　
　
　
月
夜
野
北
小
学
校
　
　
　
原
　
音
衛

　
教
育
課　
　
　
　
ス
ク
ー
ル
バ
ス
運
転
手
　
内
海
富
志
夫

　
生
活
環
境
課　
　
主
任
　
　
　
　
　
　
　
　
大
坪
聖
志

平成22年4月18日執行 みなかみ町議会議員選挙みなかみ町議会議員選挙
投・開票の結果をお知らせします

■投票の結果

■当選人

●みなかみ町全体 ●月夜野地区

●新治地区 ●期日前投票

●水上地区

●　問い合わせ先　●

みなかみ町選挙管理委員会事務局〈みなかみ町役場総務課内〉　☎（２５）５００１

当日有権者数
（人）

投票者数
（人）

投票率
（%）

男
女
計

8,953
9,691
18,644

6,923
7,634
14,557

77.3
78.8
78.1

当日有権者数
（人）

投票者数
（人）

投票率
（%）

男
女
計

4,120
4,430
8,550

2,369
2,533
4,902

57.5
57.2
57.3

当日有権者数
（人）

党　派

無所属
無所属
無所属
無所属
日本共産党
無所属

無所属
無所属
無所属
無所属
無所属
無所属

無所属
無所属
無所属
無所属
無所属
無所属

氏　　名 党　派 氏　　名 党　派 氏　　名

投票者数
（人）

投票率
（%）

男
女
計

2,772
2,976
5,748

1,658
1,763
3,421

59.8
59.2
59.5

水上
（人）

月夜野
（人）

新治
（人）

男
女
計

741
860

1,601

364
410
774

575
640

1,215

当日有権者数
（人）

投票者数
（人）

投票率
（%）

男
女
計

2,061
2,285
4,346

1,216
1,428
2,644

59.0
62.5
60.8

■開票の結果
●投票者総数 14,557票
●有効投票数 14,420票
●無効投票数 137票

左上から右下へ得票順（敬称略）

林　　一彦
阿部　賢一
小林　　洋
髙橋　市郎
原澤　良輝
中島　信義

久保　秀雄
前田　善成
林　　美雄
森下　　直
河合　生博
河合　幸雄

内海　敏久
鈴木　　勲
小野　章一
島崎　栄一
中村　　正
山田　庄一
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犬の登録 　　 狂犬病予防注射犬の登録 　　 狂犬病予防注射犬の登録 　　 狂犬病予防注射
　狂犬病予防法の規定に基づき、平成22年度の犬の登録と狂犬病予防の注射を下記のとおり実施しますの
で、生後３か月以上の犬を飼育されている方は必ず受けてください。
　■手数料　登録済みの場合……………３,３００円（内訳：注射料２,７５０円、同済票５５０円）
　　　　　　新規登録の場合……………６,４００円（内訳：注射料２,７５０円、同済票５５０円、
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 登録料３,０００円、手帳代１００円）

１．釣銭のいらぬよう、細かいお金を用意してください。
２．個人通知書（ハガキ）と愛犬パスポートを持参してください。
３．飼い犬は制御できる人が連れてきてください。
４．未登録、未注射、放し飼い、捨て犬は違法です。狂犬病予防法に基づいて処罰されることがありますので念のため申し添えます。
５．愛犬が死亡したときは必ず届出が必要です。役場環境課または各支所にご連絡ください。

平
成
22
年
度
春
の
注
射
日
程

平成22年度

のお知らせ

お
願
い

と

■第１回 ■第１回（左より続く）

■第２回

地区 日程・獣医師名 場　　所 時　間
湯ノ小屋食堂平久駐車場 9:30～  9:40
板東会館 9:50～10:10
明川郷土館 10:20～10:40
白樺ゲレンデ駐車場 10:50～11:10
藤原小学校下 11:15～11:35
北部生活改善センター 13:00～13:15
青木沢　林正之宅 13:25～13:40
平出会館 13:50～14:05
粟沢会館 14:25～14:45
中部生活改善センター 14:55～15:20
谷川湯テルメ駐車場 9:30～10:00
水上支所職員駐車場 10:10～10:40
小日向消防詰所前 10:50～11:30
高日向会館 13:00～13:40
水紀行館駐車場 13:50～14:20
幸知　奈良洋宅前 9:30～  9:50
湯桧曽足湯駐車場 10:00～10:20
大穴町営駐車場 10:30～10:50
阿能川会館 11:00～11:30
寺間会館 13:00～13:15
南部健康増進センター 13:25～14:00
観光会館 14:10～14:40
海洋センター駐車場 9:10～  9:30
相俣公民館 9:40～10:10
赤谷分館 10:20～10:40
猿ヶ京多目的集会施設 11:00～11:30
吹路佐藤商店横 13:00～13:20
合瀬 13:30～13:40
官行 14:00～14:10
奧平集会所 9:20～  9:30
入須川山田屋横 9:40～10:05
恋越分館 10:15～10:25
恋越橋場横 10:30～10:40
塩原分館 10:50～11:10
東峰分館 11:20～11:50
須川分館 13:05～13:55
金田屋駐車場 14:05～14:35

５月19日(水)
長門

５月20日(木)
伊藤

５月27日(木)
長門

５月28日(金)
安田

５月21日(金)
安田

地区 日程・獣医師名 場　　所 時　間
柳沼集会所 9:00～  9:20
池の原旧分館 9:30～10:00
上羽場分館 10:10～10:30
下羽場分館 10:40～11:00
下新田分館 11:10～12:00
新治支所 13:00～14:10
保健福祉センター 9:00～10:00
上組公民館 10:15～11:00
旧小倉教場 11:15～11:45
小和知公民館 13:00～13:30
下石倉公民館 13:40～14:00
上牧公民館 14:20～15:00
下牧公民館 9:30～10:30
師集会所 10:45～11:30
真政公民館 13:00～14:00
上区多目的集会施設 9:00～10:00
中村集落センター 10:15～11:00
小川島公民館 11:15～11:45
後閑集落センター 13:00～13:40
みなかみ町役場 14:00～15:00

５月31日(月)
長門

地区 日程・獣医師名 場　　所 時　間
北部生活改善センター 9:30～  9:40
大穴町営駐車場 10:00～10:10
水上支所職員駐車場 10:20～10:35
水紀行館駐車場 10:45～11:00
南部健康増進センター 11:10～11:20
下新田分館 9:10～  9:40
猿ヶ京多目的集会施設 10:00～10:30
新治支所 10:45～11:15
保健福祉センター 9:00～  9:30
下区集落センター 9:45～10:10
上牧公民館 10:30～11:00
みなかみ町役場 11:20～12:00

６月21日(月)
安田

６月22日(火)
林

６月24日(木)
伊藤

６月１日(火)
伊藤

６月２日(水)
安田

６月３日(木)
林

水
　
上
　
地
　
区

水
上
地
区

新
　
治
　
地
　
区

新
治
地
区

新
治
地
区

月
夜
野
地
区

月
夜
野
地
区

★犬のフンは飼い主が持ち帰り、適正に処理しましょう！
★犬は必ず、つないで飼いましょう！
★みんなの協力で、住みよい環境を作りましょう！

環境課　環境政策グループ
☎（２５）５００３■問い合わせ先
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ま
ち
づ
く
り
協
議
会
の
取
り
組
み

ま
ち
づ
く
り
協
議
会
の
取
り
組
み

ま
ち
づ
く
り
協
議
会
の
取
り
組
み

ま
ち
づ
く
り
の
広
場
　
シ
リ
ー
ズ
❹

月
夜
野
地
区
ま
ち
づ
く
り
協
議
会

〜
上
田
市
真
田
町
周
辺
を
視
察
〜

水
上
地
区
ま
ち
づ
く
り
協
議
会

〜
エ
コ
活
動
を
推
進
し
ま
す
〜

▲配布されたエコステッカー

▲

事
業
所
へ
エ
コ
ス
テ
ッ
カ
ー
の
貼
付
を

　
　
　
　
　
　
　
依
頼
す
る
協
議
会
構
成
委
員

　

月
夜
野
地
区
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
は
、

３
月
17
日
、
真
田
氏
発
祥
の
地
で
あ
る
長

野
県
上
田
市
真
田
町
周
辺
を
視
察
し
ま
し

た
。

　

当
協
議
会
で
は
、
名
胡
桃
城
址
の
整
備

と
有
効
活
用
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
、
歴

史
や
景
観
づ
く
り
等
の
知
識
を
高
め
る
こ

と
を
目
的
に
、
今
回
の
視
察
が
計
画
さ
れ

ま
し
た
。

　

視
察
に
は
、
同
協
議
会
構
成
委
員
や
名

胡
桃
城
址
保
存
会
、
町
歴
史
ガ
イ
ド
の
会

の
方
々
な
ど
23
人
が
参
加
し
ま
し
た
。
視

察
し
た
場
所
は
、
上
田
城
、
信
綱
寺
、
真

田
氏
歴
史
館
、
長
谷
寺
、
芳
泉
寺
な
ど
で

す
。

　

視
察
中
は
、
同
歴
史
ガ
イ
ド
の
会
顧
問

で
あ
る
渋
谷
浩
さ
ん
（
後
閑
）
が
、
真
田

氏
の
歴
史
を
詳
し
く
説
明
し
て
く
れ
ま
し

た
。
参
加
さ
れ
た
方
々
は
、
渋
谷
さ
ん
の

話
を
熱
心
に
聞
き
、
史
跡
等
を
カ
メ
ラ
に

収
め
て
い
ま
し
た
。

　

今
回
視
察
を
実
施
し
た
こ
と
に
よ
り
、

歴
史
や
景
観
づ
く
り
等
の
知
識
を
高
め
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
名
胡
桃
城
址
保
存
会
等
の
方
々

と
交
流
し
た
こ
と
で
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の

構
築
を
推
進
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

今
後
、
名
胡
桃
城
址
の
整
備
と
有
効
活

用
に
向
け
た
事
業
を
展
開
す
る
こ
と
に
よ

り
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り
の
推
進
と
地

域
の
活
性
化
を
図
り
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

　

水
上
地
区
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
で
は
、

３
月
中
旬
、
水
上
地
区
の
各
区
長
さ
ん
や

各
事
業
所
の
方
々
に
、
エ
コ
活
動
を
推
進

す
る
た
め
エ
コ
ス
テ
ッ
カ
ー
を
配
布
し
ま

し
た
。

　

こ
の
エ
コ
ス
テ
ッ
カ
ー
は
、
水
上
地
区

の
住
民
に
、
今
住
ん
で
い
る
地
域
の
自
然

環
境
の
素
晴
ら
し
さ
を
改
め
て
認
識
し
て

も
ら
う
こ
と
を
目
的
と
し
て
作
成
さ
れ
ま

し
た
。

　

水
上
地
区
の
特
徴
で
あ
り
宝
で
も
あ
る

「
水
・
森
・
青
い
空
」
を
守
り
、
後
世
に

伝
承
す
る
こ
と
は
大
切
な
こ
と
で
す
。

　

地
域
に
暮
ら
す
人
そ
れ
ぞ
れ
が
、
と
も

に
、
自
然
に
感
謝
す
る
と
い
う
意
識
を
共

有
し
、
町
外
に
も
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
し
て
発

信
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
活
力
あ
る
地
域

を
実
現
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

こ
の
ス
テ
ッ
カ
ー
は
、
２
月
上
旬
か
ら

デ
ザ
イ
ン
の
検
討
を
始
め
、
こ
の
度
、
水

上
地
区
全
域
の
２
，
１
５
０
戸
に
配
布
し

ま
し
た
。

　

水
上
地
区
の
皆
さ
ん
に
は
、
こ
の
趣
旨

を
ご
理
解
い
た
だ
き
、
車
の
リ
ア
ウ
イ
ン

ド
ー
の
内
側
ま
た
は
家
の
窓
ガ
ラ
ス
等
に

貼
付
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼

上
田
城
に
て
渋
谷
さ
ん
の
説
明
を
受
け
る

　
参
加
者
の
方
々

し
ん
こ
う
じ

な
ぐ
る
み

ち
ょ
う
こ
く
じ

ほ
う
せ
ん
じ
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▼

大
杉
先
生
に
よ
る
講
演
の
様
子

■
問
い
合
わ
せ
先

　
総
合
政
策
課
　
企
画
振
興
グ
ル
ー
プ

　

☎
（
２
５
）
５
０
０
４

国
民
年
金
か
ら
の
お
知
ら
せ

国
民
年
金
か
ら
の
お
知
ら
せ

こ
ん
な
と
き
こ
ん
な
届
け
出
が
必
要
で
す

■
問
い
合
わ
せ
先

　

渋
川
年
金
事
務
所
　
国
民
年
金
課　
　
　

☎
０
２
７
９
（
２
２
）
１
６
０
７

　

町
民
福
祉
課
　
福
祉
・
医
療
グ
ル
ー
プ　
☎
（
２
５
）
５
０
１
１

新
治
地
区
ま
ち
づ
く
り
協
議
会

〜
ま
ち
づ
く
り
講
演
会
を
開
催
〜

　

新
治
地
区
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
は
、

３
月
28
日
、
ま
ち
づ
く
り
講
演
会
を
開

催
し
ま
し
た
。

　

こ
の
講
演
会
は
、
住
民
主
体
の
ま
ち

づ
く
り
を
進
め
る
上
で
必
要
と
な
る
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り
や
、
協
働
の
ま
ち

づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め
の
知
識
を
高

め
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　

講
演
会
に
は
、
当
協
議
会
構
成
委
員

や
住
民
の
ほ
か
、
月
夜
野
地
区
お
よ
び

水
上
地
区
の
同
協
議
会
構
成
委
員
な
ど

約
50
名
の
方
々
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

講
演
会
の
講
師
に
は
、
首
都
大
学
東

京
大
学
院
教
授
の
大
杉
覚
先
生
を
招

き
、
「
住
民
主
体
の
ま
ち
づ
く
り
と

は
？
〜
地
域
発
で
考
え
る
〜
」
と
題
し
、
講
演
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

講
演
の
中
で
大
杉
先
生
は
、
「
ま
ち
づ
く
り
と
は
、
勇
気
と
希
望
を
地
域
で
『
か
た

ち
』
に
す
る
こ
と
で
『
住
民
の
元
気
』
を
回
復
す
る
取
り
組
み
で
あ
り
、
ま
ず
は
、
自
分

た
ち
の
地
域
の
強
み
や
弱
み
を
知
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。
」
と
話
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
講
演
の
後
に
は
質
疑
応
答
が
行
わ
れ
、
会
場
か
ら
活
発
な
意
見
が
出
さ
れ
ま
し

た
。

　

今
回
講
演
会
を
実
施
し
た
こ
と
を
、
今
後
の
ま
ち
づ
く
り
に
活
か
し
て
い
く
こ
と
で
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
充
実
・
強
化
を
図
り
、
地
域
の
課
題
解
決
と
住
み
よ
い
活
力
あ
る
地
域

を
作
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
　

国
民
年
金
は
、
日
本
に
住
む
20
歳
以
上
60
歳
未
満
の
す
べ
て
の
人
が
加
入
す

る
公
的
年
金
制
度
で
す
。
加
入
者（
被
保
険
者
）は
、
就
職
し
た
と
き
や
退
職
し

た
と
き
を
は
じ
め
、
次
の
よ
う
な
機
会
ご
と
に
届
け
出
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

■
第
１
号
被
保
険
者
（
自
営
業
者
や
学
生
な
ど
）
が･･･

●
就
職
し
て
厚
生
年
金
や
共
済
組
合
に
加
入
し
た
と
き
、
本
人
の
勤
務
す
る
事
業

所
が
年
金
事
務
所
へ
届
け
出
を
し
ま
す
。

●
結
婚
、
配
偶
者
の
就
職
、
本
人
の
収
入
減
な
ど
に
よ
り
、
第
２
号
被
保
険
者
で

あ
る
配
偶
者
の
扶
養
と
な
っ
た
と
き
配
偶
者
の
勤
務
す
る
事
業
所
へ
提
出
し
ま

す
。
事
業
所
が
年
金
事
務
所
へ
届
け
出
を
し
ま
す
。

■
第
２
号
被
保
険
者
（
会
社
員
や
公
務
員
な
ど
）
が･･･

●
退
職
し
た
と
き
、
本
人
が
市
役
所
・
町
村
役
場
へ
届
け
出
を
し
ま
す
。

●
退
職
し
て
、
第
２
号
被
保
険
者
で
あ
る
配
偶
者
の
扶
養
と
な
っ
た
と
き
、
配
偶

者
の
勤
務
す
る
事
業
所
へ
提
出
し
ま
す
。
事
業
所
が
年
金
事
務
所
へ
届
け
出
を

し
ま
す
。

■
第
３
号
被
保
険
者
（
第
２
号
被
保
険
者
に
扶
養
さ
れ
て
い
る
配
偶
者
）
が･･･

●
就
職
し
て
厚
生
年
金
や
共
済
組
合
に
加
入
し
た
と
き
、
本
人
の
勤
務
す
る
事
業

所
が
年
金
事
務
所
へ
届
け
出
を
し
ま
す
。

●
本
人
の
収
入
増
、
配
偶
者
の
退
職
、
離
婚
な
ど
に
よ
り
、
配
偶
者
の
扶
養
で
な

く
な
っ
た
と
き
、
本
人
が
市
役
所
・
町
村
役
場
へ
届
け
出
を
し
ま
す
。

※

必
要
な
届
け
出
を
忘
れ
て
そ
の
ま
ま
に
し
て
お
く
と
、
将
来
年
金
が
受
け
ら
れ

な
く
な
っ
た
り
減
額
さ
れ
た
り
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ

い
。

※
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

さ
と
る
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長
年
に
わ
た
り
地
域
の
皆
さ
ん
に
支
え

て
い
た
だ
い
た
水
上
第
一
、
第
二
保
育
園

が
、
平
成
22
年
３
月
31
日
を
も
っ
て
閉
園

し
ま
し
た
。　

　

第
一
保
育
園
は
、
昭
和
44
年
４
月
に
開

園
し
、
41
年
間
で
１
，
０
３
５
人
の
園
児

を
送
り
出
し
ま
し
た
。
ま
た
第
二
保
育
園

は
、
昭
和
49
年
４
月
に
開
園
し
、
36
年
間

で
３
４
８
人
の
園
児
を
送
り
出
し
ま
し
た
。

　

３
月
26
日
に
は
、
最
後
の
卒
園
式
終
了

後
、
歴
代
園
長
や
関
係
者
を
招
き
閉
園
式

を
行
い
ま
し
た
。

　

式
典
で
は
、
園
の
沿
革
を
主
任
保
育
士

が
紹
介
し
、
園
児
が
、
保
育
園
歌
や
思
い

出
の
歌
を
歌
い
閉
園
式
に
花
を
添
え
ま
し

た
。

　

平
成
22
年
４
月
、
認
定
こ
ど
も
園
「
私

立
水
上
わ
か
く
り
こ
ど
も
園
」
が
、
開
園

し
ま
し
た
。

　

認
定
こ
ど
も
園
は
、
幼
稚
園
と
保
育
園

を
一
体
化
す
る
こ
と
に
よ
り
、
集
団
で
の

学
び
を
確
保
し
、
保
護
者
の
就
労
等
の
都

合
に
か
か
わ
ら
ず
子
供
た
ち
が
同
一
の
園

で
楽
し
く
過
ご
せ
る
環
境
を
提
供
し
て
い

ま
す
。

　

建
学
の
精
神
で
あ
る
「
清
く
・
正
し

く
・
情
け
深
く
」
を
も
と
に
、
家
庭
・
地

域
・
こ
ど
も
園
が
一
致
協
力
し
て
水
上
地

区
の
自
然
の
中
で
共
に
学
び
あ
い
、
育
ち

あ
う
楽
し
い
園
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

水
上
中
学
校
改
築
事
業
は
、
昨
年
12
月

に
技
術
棟
・
プ
ー
ル
の
解
体
工
事
に
着
手

し
３
月
25
日
に
終
了
し
ま
し
た
。

　

引
き
続
き
行
わ
れ
る
校
舎
お
よ
び
体
育

館
の
改
築
工
事
に
つ
い
て
は
、
平
成
23
年

４
月
の
開
校
を
目
指
し
て
行
わ
れ
ま
す
。

　

そ
の
着
工
に
先
立
っ
て
３
月
28
日
に
、

工
事
の
安
全
を
祈
願
し
て
起
工
安
全
祈
願

祭
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

町
教
育
委
員
会
が
進
め
て
き
た
教
育
施

設
の
耐
震
化
事
業
計
画
は
、
こ
の
水
上
中

学
校
改
築
工
事
を
も
っ
て
完
了
す
る
こ
と

と
な
り
ま
す
。

　

教
育
施
設
は
、
児
童
生
徒
が
一
日
の
大

半
を
過
ご
す
活
動
の
場
で
あ
り
ま
す
。
ま

た
、
災
害
な
ど
の
場
合
の
避
難
所
に
も
指

定
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
役
割
は
多
岐
に
わ

た
っ
て
い
ま
す
。

　

引
き
続
き
子
供
た
ち
が
安
心
で
、
安
全

に
過
ご
せ
る
よ
う
な
施
設
に
な
る
よ
う
に

努
め
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
今
後
も
当
事
業
の
経
過
を
報
告

し
て
い
き
ま
す
の
で
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。

第
一
、
第
二
保
育
園
が

　
　
　
　
閉
園
し
ま
し
た

▲第一保育園閉園式より

▲水上わかくりこども園入園式より

▲
鍬
入
れ
を
行
う
町
長

▲

改
築
工
事
安
全
祈
願
祭

Topics
ト・ピ・ッ・ク・ス

●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●

●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●

わ
か
く
り
こ
ど
も
園
が

　
　
　
　
開
園
し
ま
し
た

水
上
中
学
校
改
築
工
事

　
　
　
起
工
安
全
祈
願
祭
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●  
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●  

●  

●  

●  

●  

●  

●  

●  

●  

●  

●  

●  

●  

●  

●  

●  

●  

●  

●  

●  

●  
●  
●  

●  

●  

●  

●  

●

　

子
育
て
健
康
課
で
は
、
子
育
て
支
援
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
「
に
こ
に
こ
く
ら
ぶ
」
と
共

催
で
、
月
１
回
ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ
を
開

催
し
て
い
ま
す
。

　

ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ
は
、
赤
ち
ゃ
ん
だ

け
で
な
く
、
マ
マ
に
と
っ
て
も
と
て
も
気

持
ち
良
い
も
の
で
す
。

　

マ
ッ
サ
ー
ジ
の
心
地
よ
い
刺
激
が
赤

ち
ゃ
ん
の
心
や
体
の
発
育
に
良
い
影
響
を

与
え
、
マ
マ
に
と
っ
て
も
心
と
体
を
リ

ラ
ッ
ク
ス
さ
せ
る
効
果
も
あ
り
ま
す
。

　

１
歳
ま
で
の
乳
児
を
対
象
に
、
月
１
回

子
育
て
ひ
ろ
ば
開
催
時
に
実
施
し
て
い
ま

す
の
で
、
皆
さ
ん
体
験
し
て
み
ま
せ
ん

か
。

　

詳
細
に
つ
い
て
は
広
報
「
み
ん
な
の
保

健
」
Ｐ
23
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

３
月
21
日
、
み
な
か
み
歩
く
ス
キ
ー

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
が
、
水
上
高
原
ス
キ
ー

リ
ゾ
ー
ト
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
大
会
は
、
町
観
光
協
会
主
催
の
「
ス

ノ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
２
０
１
０
」
の
一

つ
と
し
て
、
関
東
近
郊
よ
り
約
１
６
０
名

が
参
加
し
ま
し
た
。

　

１
㎞
・
３
㎞
・
５
㎞
・
10
㎞
の
コ
ー
ス

に
そ
れ
ぞ
れ
参
加
し
、
全
員
が
無
事
完
走

し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
全
日
本
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ジ
ュ
ニ
ア

チ
ー
ム
コ
ー
チ
の
、
山
口
聡
久
さ
ん
と
蛯

沢
克
仁
さ
ん
が
参
加
さ
れ
た
り
、
恒
例
の

宝
探
し
や
ジ
ャ
ン
ケ
ン
大
会
、
（
独
）
水

資
源
機
構
に
よ
る
雪
上
車
乗
車
体
験
も
行

わ
れ
、
会
場
は
大
い
に
盛
り
上
が
り
を
見

せ
ま
し
た
。

　

３
月
14
日
、月
夜
野
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

（
会
長
＝
田
原
実
さ
ん
／
月
夜
野
）か
ら
、

町
に
ベ
ン
チ
12
台
が
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。

　

寄
贈
さ
れ
た
ベ
ン
チ
は
、
月
夜
野
緑
地

施
設
内
運
動
広
場
、
人
工
芝
グ
ラ
ウ
ン
ド

ド
内
に
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

　

ス
ポ
ー
ツ
を
通
し
て
交
流
の
場
と
な
る
よ

う
に
、
有
効
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

３
月
25
日
、
上
毛
新
聞
社
上
毛
ホ
ー
ル
に
お

い
て
、
平
成
21
年
度
第
33
回
「
上
毛
社
会
賞
」

贈
呈
式
が
行
わ
れ
、
月
夜
野
ホ
タ
ル
を
守
る
会
が

表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
表
彰
は
、
上
毛
新
聞
社
が
芸
術
文
化
賞
・

社
会
賞
・
文
学
賞
・
ス
ポ
ー
ツ
賞
の
４
賞
を
制
定

し
、
群
馬
県
出
身
ま
た
は
県
内
で
顕
著
な
活
動
を

さ
れ
て
い
る
各
分
野
の
個
人
・
団
体
を
対
象
に
、

毎
年
賞
を
贈
っ
て
い
る
も
の
で
す
。

　

同
会
は
、
上
毛
高
原
駅
周
辺
の
「
月
夜
野
ホ
タ

ル
の
里
」
を
拠
点
に
、
生
息
地
の
環
境
整
備
、
餌
と
な
る
カ
ワ
ニ
ナ
の
飼
育
や
放
流
、
観
賞
会

の
開
催
な
ど
、
ホ
タ
ル
の
保
護
・
育
成
を
通
し
て
自
然
を
守
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
月
夜
野
地
区
の
３
小
学
校
に
お
い
て
カ
ワ
ニ
ナ
の
飼
育
教
育
を
行
っ
た
り
、
温
泉
組

合
や
町
商
工
会
と
協
力
し
、
地
域
活
性
化
の
た
め
の
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
多
彩
な
活
動
へ
の
取
り
組
み
等
が
評
価
さ
れ
、
今
回
の
受
賞
と
な
り
ま
し
た
。

地域の話題

ト・ピ・ッ・ク・ス

写
真
右
か
ら
、
代
表
受
賞
さ
れ
た

　
　
　
　
会
　
長
の
小
林
一
義
さ
ん
（
下
牧
）

　
　
　
　
副
会
長
の
原
　
　
浩
さ
ん
（
上
組
）▲月夜野緑地施設内運動広場に設置されたベンチ

ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ

　
　
　
　
始
め
ま
し
た

み
な
か
み
歩
く

　
ス
キ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

月
夜
野
ホ
タ
ル
を
守
る
会
が

　
　
　
　
　
上
毛
社
会
賞
受
賞

月
夜
野
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

　
　
　
　
　
町
へ
ベ
ン
チ
寄
贈
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■
　
　
■
　
　
■
　
　
■
　
　
■
　
　
■
　
　
■
　
　
■
　
　
■
　
　
■

■
問
い
合
わ
せ
先

　
子
育
て
健
康
課　
健
康
推
進
グ
ル
ー
プ

    

☎
（
６
２
）
２
５
２
７

　

１
月
に
実
施
し
た
、
各
種
健
康
診
断
申

込
書
で
申
し
込
ま
れ
た
人
お
よ
び
、
40
歳

か
ら
74
歳
の
国
民
健
康
保
険
の
人
全
員

に
、
５
月
下
旬
頃
受
診
票
が
郵
送
さ
れ
ま

す
。
対
象
と
な
る
人
で
あ
れ
ば
、
申
し
込

み
さ
れ
な
か
っ
た
人
で
も
受
診
で
き
ま
す

の
で
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
詳
し
い
日
程
や
健
（
検
）
診
内
容
に
つ

い
て
は
、
広
報
６
月
号
お
よ
び
、
町
保
健

事
業
予
定
表
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

◎
国
民
健
康
保
険
以
外
の
医
療
保
険
に
加

入
さ
れ
て
い
る
40
歳
以
上
の
人
の
特
定
健

診
に
つ
い
て
は
、
加
入
し
て
い
る
保
険
者

■
問
い
合
わ
せ
先

　
税
務
課　
滞
納
整
理
室

　
☎
（
２
５
）
５
０
０
８

　

う
っ
か
り
忘
れ
て
し
ま
っ
て
、
税
金
等

の
督
促
状
が
役
場
か
ら
届
き
『
嫌
な
思

い
』
を
し
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

　

口
座
振
替
に
し
て
お
き
、
振
り
替
え
る

金
額
が
あ
る
こ
と
を
確
認
し
て
お
け
ば
、

『
嫌
な
思
い
』を
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

■
口
座
振
替
の
で
き
る
金
融
機
関
は
次
の

と
お
り
で
す
。

　

○
㈱
群
馬
銀
行

　

○
利
根
沼
田
農
業
協
同
組
合

　

○
㈱
東
和
銀
行

　

○
利
根
郡
信
用
金
庫

　

○
か
み
つ
け
信
用
金
庫

　

○
北
群
馬
信
用
金
庫

　

○
中
央
労
働
金
庫

　

○
㈱
み
ず
ほ
銀
行

　

○
ゆ
う
ち
ょ
銀
行

※

納
税
者
の
納
税
額
を
本
人
口
座
か
ら
振

り
替
え
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
納

税
額
を
親
族
等
の
口
座
か
ら
振
り
替
え
る

こ
と
も
で
き
ま
す
。

■
振
替
に
つ
い
て

　

基
本
的
に
月
末
が
納
期
限
と
な
っ
て
い

る
た
め
、
月
末
に
振
替
を
行
い
ま
す
。
し

か
し
、
振
替
が
で
き
な
か
っ
た
場
合
に
は

翌
15
日
に
再
振
替
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

再
振
替
が
可
能
な
も
の
は
、
町
税
（
町

県
民
税
・
固
定
資
産
税
・
軽
自
動
車
税
・

国
民
健
康
保
険
税
）
、
介
護
保
険
料
、
上

下
水
道
料
で
す
。
是
非
、
余
裕
を
も
っ
て

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
申
し
込
み
に
つ
い
て

　

各
銀
行
・
農
協
・
信
用
金
庫
に
、
み
な

か
み
町
役
場
備
え
付
け
の
申
込
用
紙
が
置

い
て
あ
り
ま
す
。

　

銀
行
等
へ
お
出
か
け
の
際
は
、
通
帳
と

通
帳
の
届
出
印
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　
税
務
課　
滞
納
整
理
室

　
☎
（
２
５
）
５
０
０
８

　

税
務
課
で
は
、
仕
事
の
関
係
な
ど
で
平

日
に
納
税
が
で
き
な
い
方
を
対
象
に
、
左

記
に
よ
り
土
曜
・
日
曜
の
納
税
窓
口
を
開

設
し
ま
す
。

　

ま
た
、
納
税
相
談
に
も
応
じ
ま
す
の

で
、
こ
の
機
会
に
是
非
ご
利
用
い
た
だ
き

ま
す
よ
う
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

■
日
時　
５
月
22
日
（
土
）

　
　
　
　

５
月
23
日
（
日
）

　

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
ま
で

■
場
所　
役
場
本
庁
舎　

税
務
課

■
対
象
地
域　
町
全
域

■
問
い
合
わ
せ
先

　
総
合
政
策
課　
企
画
振
興
グ
ル
ー
プ

　
☎
（
２
５
）
５
０
０
４

　

総
務
省
テ
レ
ビ
受
信
者
支
援
セ
ン
タ
ー

で
は
、
視
聴
者
が
容
易
に
受
信
確
認
が
行

え
る
「
地
デ
ジ
専
用
ア
ン
テ
ナ
キ
ッ
ト
」

の
無
償
貸
出
し
を
開
始
し
ま
し
た
。
申
し

込
み
を
ご
希
望
さ
れ
る
方
は
、
問
い
合
わ

せ
先
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◆
生
活
習
慣
病
を
予
防
す
る
た
め
に
健

（
検
）
診
を
忘
れ
ず
に
受
け
ま
し
ょ
う
!!

■納税と納期限■■納税と納期限■■納税と納期限■

６月の納税
■納期限：６月３０日（水)
町県民税　　　　　　第１期
国民健康保険税　　　第３期

５月の納税
■納期限：５月３１日（月)
国民健康保険税　　　第２期
固定資産税　　　　　第１期
軽自動車税

国民年金４月分の納期限は、
５月３１日（月）です。
後期高齢者保険料第１期の納
期限は、８月２日（月）です。
介護保険料第２期の納期限
は、６月３０日（水）です。

お支払いは便利な口座
振替をご利用ください。

６
月
中
旬
か
ら

　

特
定
健
診
・
胸
部
レ
ン
ト
ゲ
ン
検
査

　

肺
が
ん
・
大
腸
が
ん
・

　

前
立
腺
が
ん
・
骨
密
度
検
診

　
　
　
　
　
　
　
　
　

が
始
ま
り
ま
す

土
曜
・
日
曜
の
納
税
窓
口
・

　
　

納
税
相
談
を
開
設
し
ま
す

地
デ
ジ
専
用
ア
ン
テ
ナ
キ
ッ
ト
の

　
　
　
　
　
　
　

貸
出
し
に
つ
い
て

口
座
振
替
の
お
勧
め
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お
知
ら
せ

広
報

■
問
い
合
わ
せ
先

　
税
務
課　
住
民
税
グ
ル
ー
プ

　
☎
（
２
５
）
５
０
０
７

　

平
成
22
年
度
の
、
軽
自
動
車
税
の
減
免

申
請
を
次
の
と
お
り
受
け
付
け
し
て
い
ま

す
。

　

町
で
は
、
身
体
に
障
が
い
の
あ
る
方

や
、
精
神
に
重
度
の
障
が
い
が
あ
る
方
の

所
有
す
る
軽
自
動
車
等
で
、
一
定
の
条
件

を
満
た
す
場
合
に
は
、
申
請
に
よ
り
軽
自

動
車
税
を
減
免
し
て
い
ま
す
。
減
免
の
対

象
と
な
る
障
が
い
の
程
度
に
つ
い
て
は
、

詳
細
な
基
準
が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
の

で
、
役
場
税
務
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

■
申
請
期
間　
５
月
24
日
（
月
）
ま
で

■
申
請
場
所

　

○
税
務
課　

住
民
税
グ
ル
ー
プ

　

○
各
支
所

　
　

庶
務
・
住
民
サ
ー
ビ
ス
グ
ル
ー
プ

■
持
参
し
て
い
た
だ
く
も
の

　

□
軽
自
動
車
税
納
税
通
知
書

　
□
身
体
障
害
者
手
帳
等

　
□
車
検
証

　
□
運
転
免
許
証

　
□
印
鑑

■
減
免
の
範
囲

◆
身
体
障
害
者
手
帳
等
を
持
ち
、
歩
行
が

困
難
な
方
が
所
有
す
る
軽
自
動
車
等
。

※

軽
自
動
車
税
・
自
動
車
税
の
減
免
は
、

１
台
に
限
ら
れ
て
い
ま
す
。
普
通
車
の
減

免
を
受
け
て
い
る
方
は
、
軽
自
動
車
税
の

減
免
は
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

◆
専
ら
身
体
に
障
が
い
を
お
持
ち
の
方
が

使
用
す
る
た
め
に
改
造
さ
れ
た
車
両
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　
日
本
Ｆ
Ｐ
協
会
群
馬
支
部

　
☎
０
２
７
（
２
１
２
）
６
０
９
２

　
Ｆ
Ａ
Ｘ
０
２
７(

２
１
２)

６
０
９
３

※

Ｆ
Ｐ
＝
フ
ァ
イ
ナ
ン
シ
ャ
ル
・
プ
ラ
ン

ナ
ー

■
日
時　
５
月
22
日
（
土
）

　
　
　
　

午
後
１
時
30
分
〜
４
時
30
分

■
会
場　
町
カ
ル
チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー

■
内
容　
①
家
計
に
役
立
つ
セ
ミ
ナ
ー

②
お
こ
づ
か
い
ゲ
ー
ム
（
対
象
／
小
学
校

３
年
生
以
上
の
人
）
③
体
験
無
料
相
談
会

※

②
、
③
は
予
約
が
必
要
で
す
。

■
定
員　
①
＝
50
名　

②
＝
15
名
（
先
着

順
）
③
＝
９
組
（
要
予
約
）

■
参
加
料　
無
料

■
申
込
方
法

　

５
月
19
日
（
水
）
ま
で
に
、
住
所
・
氏

名
・
電
話
番
号
を
明
記
の
う
え
、
Ｆ
Ａ

Ｘ
・
メ
ー
ル
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※

お
こ
づ
か
い
ゲ
ー
ム
は
学
年
、
体
験
無

料
相
談
会
は
年
齢
・
相
談
内
容
・
希
望
の

時
間
帯
を
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　
国
立
教
育
政
策
研
究
所

　
☎
０
３
（
６
７
３
３
）
６
９
３
９

　
Ｆ
Ａ
Ｘ
０
３(

６
７
３
３)

６
９
３
８

　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　
　

http://w
w
w
.nier.go.jp

　
メ
ー
ル　

piaac@
nier.go.jp

　

国
際
成
人
力
調
査
は
、
成
人
が
日
常
生

活
や
職
場
で
必
要
と
さ
れ
る
技
能
（
成
人

力
）
を
ど
の
程
度
持
っ
て
い
る
か
を
調
べ

る
、
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
（
経
済
協
力
開
発
機
構
）

が
進
め
る
国
際
比
較
調
査
で
す
。

■
主
催
者

　

Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
（
経
済
協
力
開
発
機
構
）

　

文
部
科
学
省

　

国
立
教
育
政
策
研
究
所

■
国
内
実
施
機
関

　

文
部
科
学
省
所
轄
の
研
究
機
関
で
あ
る

国
立
教
育
政
策
研
究
所
が
、
調
査
実
施
の

責
任
機
関
と
な
り
、
民
間
の
調
査
会
社
に

委
託
し
て
調
査
を
実
施
し
ま
す
。

■
実
施
期
間　
平
成
22
年
５
月
〜
７
月

■
対
象
者

　

無
作
為
に
抽
出
さ
れ
た
16
歳
以
上
65
歳

以
下
の
個
人
（
対
象
者
と
し
て
選
ば
れ
た

方
に
は
、
平
成
22
年
５
月
上
旬
に
文
書
で

お
知
ら
せ
し
ま
す
。
）

■
調
査
実
施
方
法

　

民
間
調
査
会
社
の
調
査
員
が
訪
問
し
、

調
査
実
施
の
日
時
を
調
整
し
ま
す
。
調
査

は
、
対
象
者
の
希
望
に
応
じ
て
在
宅
ま
た

は
近
所
の
会
場
で
調
査
員
と
１
対
１
で
実

施
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　
利
根
沼
田
広
域
西
消
防
署

　
☎
（
６
４
）
０
０
０
２

　

全
国
で
住
宅
火
災
に
よ
る
死
者
数
は
、

平
成
15
年
以
降
連
続
し
て
千
人
を
超
え
る

高
い
値
で
推
移
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
う
ち
、
６
割
が
65
歳
以
上
の
高
齢

者
で
あ
り
、今
後
、高
齢
化
が
進
み
、死
者

数
が
増
加
す
る
こ
と
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
消
防
法
や
条
例
の
改
正
に

よ
り
、
平
成
20
年
６
月
か
ら
、
す
べ
て
の

住
宅
に
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置
お
よ

び
維
持
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

利
根
沼
田
広
域
消
防
で
は
、
住
宅
用
火

災
警
報
器
の
普
及
は
「
家
庭
の
安
心
・
安

全
」
の
た
め
に
は
、
極
め
て
重
要
で
あ
る

と
考
え
「
住
宅
用
火
災
警
報
器
を
設
置
し

ま
し
ょ
う
」
と
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
掲
げ
、
未

設
置
の
家
庭
に
早
期
設
置
を
呼
び
か
け
て

い
ま
す
。

　

住
宅
火
災
で
被
害
者
を
出
さ
な
い
よ
う

是
非
、
住
宅
用
火
災
警
報
器
を
設
置
し
ま

し
ょ
う
。

軽
自
動
車
税
の

　
　
　
　

減
免
申
請
に
つ
い
て

住
宅
用
火
災
警
報
器
を

　
　
　
　
　

設
置
し
ま
し
ょ
う

国
際
成
人
力
調
査(

Ｐ
Ｉ
Ａ
Ａ
Ｃ)

　
　
　
　

予
備
調
査
を
実
施
し
ま
す

家
計
の
見
直
し
と

　
　

親
子
で
学
ぶ
マ
ネ
ー
教
室
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■
　
　
■
　
　
■
　
　
■
　
　
■
　
　
■
　
　
■
　
　
■
　
　
■
　
　
■

■
問
い
合
わ
せ
先

　
農
政
課　
農
政
グ
ル
ー
プ

　
　
　
　
　
　
☎
（
２
５
）
５
０
１
５

　
湊
屋
商
店　
☎
（
２
２
）
２
２
５
３

　

動
物
駆
逐
用
煙
火
と
は
、
有
害
鳥
獣

（
熊
・
猪
・
猿
等
）
を
追
い
払
う
た
め
に

使
用
し
、
爆
発
し
て
大
音
量
を
発
す
る
火

薬
玉
（
通
称
：
轟
音
玉
）
で
す
。
使
用
す

る
た
め
に
は
講
習
が
必
要
で
す
。

　

日
本
煙
火
協
会
で
は
、
次
の
と
お
り
講

習
会
を
開
催
し
ま
す
。

　

新
規
に
受
講
を
希
望
す
る
方
は
、
役
場

農
政
課
農
政
グ
ル
ー
プ
お
よ
び
、
各
支
所

に
申
込
書
が
あ
り
ま
す
の
で
、
来
庁
の
上

申
し
込
み
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
昨
年
講
習
会
を
受
講
さ
れ
た
方

に
は
、
５
月
上
旬
に
湊
屋
商
店
（
横
山
銃

砲
火
薬
店
）
よ
り
講
習
会
開
催
案
内
が
通

知
さ
れ
ま
す
。

■
各
対
象
地
区
日
程

※

で
き
る
限
り
対
象
地
区
の
会
場
で
受
講

し
て
く
だ
さ
い
。

◎
月
夜
野
地
区

□
日
時　
６
月
５
日
（
土
）
午
後
２
時
〜

□
申
込
締
切　
５
月
21
日
（
金
）

□
会
場　
み
な
か
み
町
中
央
公
民
館

□
申
込
場
所　
み
な
か
み
町
役
場
農
政
課

農
政
グ
ル
ー
プ

◎
沼
田
市
・
川
場
村

□
日
時　
６
月
12
日
（
土
）
午
後
２
時
〜

□
申
込
締
切　
５
月
28
日
（
金
）

□
会
場　
利
根
沼
田
文
化
会
館
３
階

□
申
込
場
所

▽
沼
田
市
／
湊
屋
商
店
（
横
山
鉄
砲
火
薬

店
）
・
利
根
町
振
興
局
農
政
課
農
政
係

▽
川
場
村
／
川
場
村
役
場
む
ら
づ
く
り
振

興
課

◎
水
上
地
区
・
新
治
地
区

□
日
時　
６
月
19
日
（
土
）
午
後
２
時
〜

□
申
込
締
切　
６
月
４
日
（
金
）

□
会
場　
み
な
か
み
町
水
上
公
民
館

□
申
込
場
所

▽
水
上
地
区
／
み
な
か
み
町
役
場
水
上
支

所
建
設
・
産
業
グ
ル
ー
プ

▽
新
治
地
区
／
み
な
か
み
町
役
場
新
治
支

所
建
設
・
産
業
グ
ル
ー
プ

◎
片
品
村

□
日
時　
６
月
26
日
（
土
）
午
後
２
時
〜

□
申
込
締
切　
６
月
11
日
（
金
）

□
会
場　
片
品
村
役
場
２
階

□
申
込
場
所　
片
品
村
役
場
内
猟
友
会
事

務
局

■
申
込
手
続

　

次
の
も
の
を
揃
え
て
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

◎
新
規
受
講
者

□
申
込
書　
住
所
・
氏
名
・
生
年
月
日
・

電
話
番
号
を
記
入

□
受
講
料　
４
，
０
０
０
円

□
受
講
者
の
写
真　
１
枚

（
ヨ
コ
2.5
㎝×

タ
テ
3.0
㎝
、
裏
面
に
氏
名

を
記
入
・
背
景
の
な
い
も
の
・
色
つ
き
メ

ガ
ネ
不
可
）

※

昨
年
講
習
会
を
受
講
さ
れ
た
方
は
、
郵

送
さ
れ
た
案
内
文
に
従
っ
て
手
続
を
お
願

い
し
ま
す
。

動
物
駆
逐
用
煙
火
（
轟
音
玉
）

　
　
　
講
習
会
開
催
に
つ
い
て

■
問
い
合
わ
せ
先

　
利
根
沼
田
広
域
中
央
消
防
署

　
　
　
　
　
　
☎
（
２
４
）
１
７
３
４

　
東
消
防
署　
☎
（
５
６
）
２
３
０
０

　
西
消
防
署　
☎
（
６
４
）
０
０
０
２

　
北
消
防
署　
☎
（
７
２
）
４
３
４
９

◆
応
急
手
当
を
身
に
付
け
よ
う
！
◆

　

利
根
沼
田
広
域
消
防
本
部
で
は
、
救
急

車
が
到
着
す
る
ま
で
の
わ
ず
か
な
時
間

に
、
そ
の
場
に
居
合
わ
せ
た
人
が
適
切
に

応
急
手
当
が
で
き
る
よ
う
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
取

り
入
れ
た
個
人
向
け
普
通
救
命
講
習
会
を

次
の
と
お
り
開
催
し
ま
す
。

※

受
講
費
用
は
無
料
で
、
受
講
者
に
は
修

了
証
が
交
付
さ
れ
ま
す
。

◎
Ａ
Ｅ
Ｄ
と
は
、
高
性
能
の
心
電
図
自
動

解
析
装
置
を
内
蔵
し
た
医
療
機
器
で
、
心

電
図
を
解
析
し
た
後
、
除
細
動
（
電
気

シ
ョ
ッ
ク
）
が
必
要
な
不
整
脈
を
判
断

し
、
除
細
動
を
行
う
機
器
で
す
。

■
講
習
日
・
講
習
会
場

第
１
回　

６
月
20
日
（
日
）
北
消
防
署

第
２
回　

８
月
22
日
（
日
）
中
央
消
防
署

第
３
回　

10
月
24
日
（
日
）
東
消
防
署

第
４
回　

11
月
21
日
（
日
）
西
消
防
署

第
５
回　

１
月
30
日
（
日
）
中
央
消
防
署

■
定
員　
中
央
消
防
署　

20
人

　
　
　
　

東
・
西
・
北
消
防
署　

各
10
人

■
講
習
時
間　
各
会
場
と
も
午
前
９
時
〜

正
午
ま
で
（
８
時
30
分
か
ら
受
付
開
始
）

■
申
込
場
所　
各
消
防
署
で
午
前
８
時
30

分
〜
午
後
５
時
ま
で
受
付(

電
話
申
込

可
。
土
日
、
祭
日
も
受
け
付
け
ま
す
。)

■
申
込
締
切　
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切

り
ま
す
の
で
、
お
早
め
に
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

■
そ
の
他　
事
業
所
、
グ
ル
ー
プ
等
の
講

習
会
は
、
受
講
者
が
数
名
集
ま
れ
ば
、
そ

の
都
度
開
催
し
ま
す
。

普
通
救
命
講
習
会
参
加
者
募
集

暮 し の 情 報

in

L i v i n g

i n f o r m a t i o n

inakami

お
知
ら
せ

ご
う
お
ん

募

集
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広
報

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　
町
民
福
祉
課

　
　
　
　
福
祉
・
医
療
グ
ル
ー
プ

　
　
　
　
　
　
☎
（
２
５
）
５
０
１
１

　
各
支
所

　
　
庶
務
・
住
民
サ
ー
ビ
ス
グ
ル
ー
プ

　
水
上
支
所　
☎
（
７
２
）
２
１
１
１

　
新
治
支
所　
☎
（
６
４
）
０
１
１
１

　

児
童
相
談
所
で
は
、
18
歳
未
満
の
方
を

対
象
に
遠
方
等
で
気
軽
に
相
談
に
来
ら
れ

な
い
地
域
に
出
張
し
、
相
談
を
受
け
る

「
巡
回
児
童
相
談
」
を
実
施
し
ま
す
。

　

子
供
の
こ
と
な
ら
ど
ん
な
相
談
で
も
構

い
ま
せ
ん
。

　

相
談
は
す
べ
て
予
約
制
で
す
。

■
日
時　
６
月
18
日
（
金
）
午
前
10
時
〜

■
場
所　
利
根
沼
田
保
健
福
祉
事
務
所

■
相
談
内
容　

　

○
し
つ
け
相
談

　

○
言
葉
や
発
達
の
遅
れ
相
談

　

○
性
格
や
非
行
の
相
談

　

○
手
帳
、
手
当
を
受
け
る
た
め
の
判
定

　
　

や
診
断
な
ど

■
申
込
締
切　
５
月
21
日
（
金
）

■
応
募
・
問
い
合
わ
せ
先

　
地
域
整
備
課　
管
理
・
建
設
グ
ル
ー
プ

　
　
　
　
　
　
☎
（
２
５
）
５
０
１
９

　
各
支
所　
建
設
・
産
業
グ
ル
ー
プ

　
水
上
支
所　
☎
（
７
２
）
２
１
１
１

　
新
治
支
所　
☎
（
６
４
）
０
１
１
１

　

町
で
は
、
次
の
と
お
り
町
営
住
宅
の
入

居
者
を
募
集
し
ま
す
の
で
、
入
居
を
希
望

さ
れ
る
方
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
受
付
期
間　
５
月
６
日(

木)

〜
17
日(

月)

■
入
居
日　
６
月
中
旬
予
定

■
募
集
戸
数　
17
戸

●
矢
瀬
団
地
／
３
号
棟
４
０
３
号
室(

３
Ｋ)

●
第
３
矢
瀬
団
地
／
７
号
棟
４
０
４
号
室

（
３
Ｄ
Ｋ
）
／
８
号
棟
１
０
３
号
室
（
３

Ｄ
Ｋ
）

●
大
穴
団
地
／
Ｊ
棟
１
０
１
号
室
・
１
０

２
号
室
・
１
０
５
号
室
・
２
０
２
号
室
・

２
０
４
号
室
・
３
０
４
号
室
（
３
Ｋ
）

●
鹿
野
沢
団
地
／
Ｋ
棟
１
０
３
号
室
・
４

０
１
号
室
・
４
０
３
号
室
（
３
Ｄ
Ｋ
）
／

Ｌ
棟
３
０
６
号
室
・
４
０
５
号
室
・
４
０

６
号
室
（
３
Ｄ
Ｋ
）
／
Ｎ
棟
４
０
６
号
室

（
３
Ｄ
Ｋ
）

●
藤
原
団
地
／
コ
ス
モ
ス
棟
１
０
１
号
室

（
３
Ｄ
Ｋ
）

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　
み
な
か
み
町
社
会
福
祉
協
議
会

　
☎
（
６
２
）
０
０
８
１

　

町
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
次
の
と
お

り
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
２
級
講
座
の
受
講
者

を
募
集
し
ま
す
。

■
内
容　
通
信
教
育
と
８
日
間
の
通
学
、

４
日
間
の
実
習
で
資
格
取
得
が
で
き
ま

す
。
通
学
時
に
は
、
家
族
介
護
や
就
職
に

役
立
つ
介
護
技
術
を
学
び
ま
す
。

■
受
講
費
用

　

み
な
か
み
町
居
住
者
に
限
り
６
２
，
０

０
０
円
（
テ
キ
ス
ト
代
、
消
費
税
含
）

※

み
な
か
み
町
居
住
者
以
外
は
７
０
，
０

０
０
円
と
な
り
ま
す
。

■
８
日
間
の
通
学
日
程

　

７
月　

７
日
（
水
）
・
10
日
（
土
）

　
　
　
　

14
日
（
水
）
・
17
日
（
土
）

　
　
　
　

21
日
（
水
）
・
24
日
（
土
）

　
　
　
　

28
日
（
水
）
・
31
日
（
土
）

　

９
時
30
分
〜
16
時
30
分

※

10
日
（
土
）
は
、
９
時
30
分
〜
17
時
30

分
ま
で

◎
無
料
説
明
会
を
開
催
し
ま
す

　

講
座
内
容
等
、
詳
し
く
説
明
し
ま
す
。

ま
ず
は
無
料
説
明
会
に
お
越
し
く
だ
さ

い
。

□
日
時　
５
月
31
日
（
月
）
▽
午
前
の
部

10
時
〜
▽
午
後
の
部
１
時
30
分
〜

□
会
場　
町
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

■
問
い
合
わ
せ
先

　
利
根
沼
田
保
健
福
祉
事
務
所

　
　
　
　
保
健
係　
精
神
保
健
担
当

　
☎
（
２
３
）
２
１
８
５

　

利
根
沼
田
保
健
福
祉
事
務
所
で
は
、

「
こ
こ
ろ
の
相
談
」
を
行
っ
て
い
ま
す
。

▼
眠
れ
な
い
▼
イ
ラ
イ
ラ
し
て
落
ち
着
か

な
い
▼
仕
事
が
手
に
着
か
な
い
▼
不
登
校

▼
育
児
ノ
イ
ロ
ー
ゼ
▼
認
知
障
害
▼
薬
物

中
毒
、
ア
ル
コ
ー
ル
依
存
な
ど
で
お
困
り

の
方
、
そ
の
他
、
心
配
事
の
あ
る
方
は
、

是
非
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
な

お
、
都
合
で
来
所
で
き
な
い
方
は
電
話
相

談
も
受
け
付
け
て
い
ま
す
の
で
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

◎
精
神
所
内
相
談

□
場
所　
利
根
沼
田
県
民
局

　
　
　
　
　

利
根
沼
田
保
健
福
祉
事
務
所

□
相
談
日　
毎
月
第
１
金
曜
日

　
　
　
　
　
　

（
１
月
は
第
２
金
曜
日
）

□
時
間　
午
後
１
時
30
分
〜　

予
約
制

□
相
談
者　
精
神
科
医
師
、
保
健
師

◎
所
外
相
談
（
み
な
か
み
町
）

□
相
談
日

　

５
月
28
日
（
金
）
、
７
月
９
日
（
金
）

　

９
月
10
日
（
金
）
、
11
月
12
日
（
金
）

　

12
月
10
日
（
金
）
、
２
月
25
日
（
金
）

□
時
間　
午
後
１
時
30
分
〜　

予
約
制

□
相
談
者

　

精
神
科
医
師
、
市
町
村
保
健
師
、

　

保
健
福
祉
事
務
所
保
健
師

町
営
住
宅
入
居
者
募
集

ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
２
級
講
座

　
　
　
　
　
　
　

受
講
者
募
集

こ
こ
ろ
の
健
康
相
談

巡
回
児
童
相
談

募

集

相

談
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■
予
約
・
問
い
合
わ
せ
先

　
み
な
か
み
町
社
会
福
祉
協
議
会

　
☎
（
６
２
）
０
０
８
１

◆
心
配
ご
と(

民
生
・
人
権
・
行
政)

相
談

所■
新
治
会
場　
５
月
18
日
（
火
）

　

会
場　

の
ぞ
み
館　

相
談
室

■
月
夜
野
会
場　
　

６
月
15
日
（
火
）

　

会
場　

町
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー　

２
階

◆
法
律
相
談
所

■
水
上
会
場　
　

５
月
14
日
（
金
）

　

会
場　

社
会
福
祉
協
議
会　

水
上
支
所

■
新
治
会
場　
　

６
月
11
日
（
金
）

　

会
場　

の
ぞ
み
館　

相
談
室

心
配
ご
と
・
法
律
相
談
所

相

談

相
談
は
、予
約
制
で
先
着
順
に
な
り
ま
す
。

時
間
は
全
て
午
後
１
時
30
分
〜
４
時

群馬デスティネーション
キャンペーンが開催されます
2011年７月１日～９月30日 

プレＤＣは今年2010.7/1～9/30

　デスティネーションキャン
ペーンとは、Destination(目的
地・行き先)＋Campaign(宣伝活
動)の合成語で、ＪＲグループ６
社と地方自治体、地元の観光事
業者が一体となって取り組む観
光宣伝事業を表す言葉です。
　みなかみ町でも官民一体と
なって地域の魅力ある素材を商
品化し、全国に向けて集中宣伝
し観光客の増加を図ります。

シ
リ
ー
ズ
　
十
四

清
水
峠

　

湯
桧
曽
か
ら
湯
桧
曽
川
に
沿
っ
て
谷
川
岳
・
茂
倉
岳
等
の
谷
川
連
峰
の
東
麓
を
縫

い
、
上
越
国
境
の
清
水
峠
を
越
え
て
越
後
の
塩
沢
町
清
水
に
至
る
道
が
清
水
越
新
道
で

あ
る
。
国
の
直
轄
事
業
に
よ
り
開
削
さ
れ
、
明
治
十
八
年
に
完
成
し
た
も
の
で
あ
り
、

現
在
は
国
道
二
九
一
号
と
な
っ
て
い
る
。

　

こ
の
新
道
の
前
身
の
清
水
越
道
が
い
つ
ご
ろ
開
削
さ
れ
た
か
は
定
か
で
な
い
が
、
永

禄
三
年
（
一
五
六
〇
）
に
上
杉
謙
信
が
関
東
進
出
の
際
、
こ
の
道
を
通
行
し
た
と
い
う

地
元
の
人
の
伝
承
も
あ
る
。
ま
た
、
天
正
十
年
（
一
五
八
二
）
沼
田
城
城
代
藤
田
能
登

守
信
吉
が
越
後
に
落
ち
の
び
た
と
き
に
、
こ
の
清
水
峠
を
越
え
た
と
さ
れ
て
い
る
。

　

標
高
一
四
四
八
ｍ
の
高
峻
な
清
水
峠
を
越
え
る
険
阻
な
山
道
で
、
古
く
か
ら
上
州
と

越
後
を
結
ぶ
重
要
な
道
で
あ
っ
た
が
、
江
戸
幕
府
に
よ
り
通
行
止
め
と
な
っ
た
。
こ
の

峠
道
の
開
削
は
越
後
米
の
江
戸
へ
の
輸
送
が
当
時
の
海
路
輸
送
よ
り
も
安
全
に
短
期
間

で
輸
送
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
し
て
、
天
保
十
五
年
（
一
八
四
四
）
頃
か
ら
数
次
に
わ

た
り
江
戸
の
商
人
大
川
領
平
や
地
元
有
志
に
よ
り
計
画
さ
れ
た
が
実
現
に
至
ら
な
か
っ

た
。
明
治
に
な
っ
て
河
瀬
秀
治
熊
谷
県
令
（
当
時
は
熊
谷
県
に
所
属
）
が
清
水
越
道
の

開
削
に
着
手
し
、
翌
明
治
七
年
十
月
に
幅
六
尺
（
約
一
．
八
ｍ
）
七
里
十
七
町
余

（
約
三
十
㎞
）
の
山
岳
道
路
を
開
通
さ
せ
た
。
こ
の
工
事
費
は
、
当
時
の
利
根
郡
下

の
町
村
等
の
寄
付
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。

　

そ
の
後
、
明
治
十
一
年
に
高
崎
〜
長
岡
間
の
四
十
五
里
（
約
一
八
〇
㎞
）
を
国
道
と
し

て
改
良
整
備
す
る
た
め
測
量
調
査
を
開
始
し
、
明
治
十
四
年
に
着
手
し
、
四
年
二
ヶ
月
の

工
期
と
工
費
三
十
五
万
円
を
要
し
、
明
治
十
八
年
八
月
に
幅
三
間
（
約
五
．
四
ｍ
）
の
当

時
と
し
て
は
画
期
的
な
大
動
脈
道
を
完
成
さ
せ
た
。
こ
の
開
通
を
祝
う
式
典
が
明
治
十
八

年
九
月
七
日
湯
桧
曽
と
上
越
国
境
に
式
場
が
設
け
ら
れ
、
北
白
川
宮
能
久
親
王
殿
下
を
は

じ
め
、
政
府
の
高
官
山
縣
有
朋
他
、
群
馬
・
新
潟
県
令
そ
の
他
関
係
官
公
署
長
が
列
席

し
、
馬
車
三
台
・
人
力
車
一
〇
〇
余
輌
で
行
列
の
長
さ
は
十
余
町
（
約
一
〇
八
〇
ｍ
）
に

及
ぶ
大
盛
事
で
あ
り
、
国
家
的
大
事
業
で
あ
っ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

（
続
く
）

　

（
日
本
の
峠
　
清
水
峠
越
新
道
の
石
垣
　
道
路
編
よ
り
）

実
行
委
員
　
小
野
　
宏
寿
（
阿
能
川
）

み
な
か
み
町

み
な
か
み
町

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

観
光
ガ
イ
ド
募
集

観
光
ガ
イ
ド
募
集

観
光
ガ
イ
ド
募
集

　
水
上
観
光
ガ
イ
ド
協
会
で
は
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
観
光
ガ
イ
ド
さ
ん
を
募

集
し
て
い
ま
す
。

　
観
光
者
の
案
内
や
各
種
交
流
イ
ベ

ン
ト
へ
の
参
加
な
ど
、
お
客
様
と
の

ふ
れ
あ
い
の
輪
を
広
め
て
い
き
ま

す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　
み
な
か
み
町
商
工
会

　
☎
（
６
２
）
２
６
２
３
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日 月 火 水 木 金 土

中央・カルチャーセンター・新治・水上

新治
公民館

中央
公民館

水上
公民館

カルチャーセンター
児童図書室

新治
公民館

５月 ５月

５月 ５月

●開室日（　印）
　月曜日と祝祭日を除く日　午前９時～午後５時
●おはなしの会（●印）
　と　き／５月１６日（日）　午後２時～
　ところ／新治公民館図書室

◎印はおすすめの１冊

●一般書●
　　今月の新着図書はありません

●児童書●
　　今月の新着図書はありません

中央
公民館
後閑321-1　☎62-2275
●開室日（　印）　
　火・木・土曜日
　午前９時～午後５時（祝祭日を除く日）
　日曜日（第１・第３）午前９時～１２時
※開室日の12時～13時の間は休室になります

水上
公民館
湯原441　☎72-3707
●開室日（　印）
　月曜日と祝祭日を除く日
　午前９時～午後５時
　※開室日の１２時～１３時の間は休室になります

カルチャーセンター
児童図書室
上牧1735　☎20-4040
●開室日（　印）
　原則として月曜日と祝祭日の翌日を除く日　午前９時～午後５時
●おはなしの会（●印）
　と　き／５月２０日（木）　午後３時３０分～
　ところ／カルチャーセンタープレイルーム

新着図書の紹介 新着図書の紹介
◎印はおすすめの１冊

◎印はおすすめの１冊
新着図書の紹介 新着図書の紹介

◎印はおすすめの１冊

●一般書●
　◆深重の橋　上下巻／澤田ふじ子
　◆逆境を生きる／城山三郎
◎◆自白／乃南アサ
　◆赤ちゃんとママのベビーサイン
　◆るるぶ飛騨高山'10～'11 （他）
●児童書●
◎◆うらめしや／星新一
　◆ジャッキーのはつこい／あだちなみ
　◆３さいの本　どうぶつ／沢井佳子
　◆きょうそうってなあに！／ローラ・コーネル
　◆らくらくエクセル／山口旬子 （他）

●一般書●
　今月の新着図書はありません
●児童書●
◎◆ぴかぴかぴか／まついのりこ
　◆ちゅっちゅっ／MAYA・MAXX
　◆こわいのだいすき／オフェリエ・テクシエ
　◆ともだちだいすき／オフェリエ・テクシエ
　◆おかしだいすき／オフェリエ・テクシエ
　◆はなかっぱとグチャットン／あきやまただし
　◆人食いとらのおんがえし／松谷みよ子
　◆山をはこんだ九ひきの竜／松谷みよ子
　◆七人のふしぎなじいさま／水谷章三

●一般書●
　◆はじめての妊娠・出産・０歳育児
　◆ナニカアル／桐野夏生
　◆ＧＥＱ／柴田哲孝
◎◆菜園で野菜づくり！／藤田智
　◆かわいいどうぶつ折り紙
　◆隠密夫婦／小泉高明 （他）
●児童書●
◎◆ほんとのおおきさ水族館／小宮輝之
　◆ぼくとかれんのかくれんぼ／あきびんご
　◆ともだちくろくま／たかいよしかず
　◆コブタくんもうなかないで／みやにしたつや （他）

図・書・室・だ・よ・り

布施365　☎64-0111
●● ●●

●● ●●
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 「水上デイサービスセンター」は、町観光会館から猿ヶ京温
泉へと通ずる県道相俣・水上線沿い、阿能川集落の西端に
あります。
　平成６年に建設された社会福祉協議会が運営する定員
35名の施設で、一日平均20名前後の方が利用しています。
利用者は、水上地区全域と広範囲であり、遠くは湯ノ小屋に
も送迎車が向かいます。
　年中行事として、谷川や湯桧曽公園へ花見、紅葉狩りな
どのドライブが計画できるのも、自然環境に恵まれているから
こそです。
　特筆したい行事としては、水上小学校の三年生が年三回、
施設を訪れ、入浴時の背中を流すお手伝いや一緒にお話す
るなどの交流会が行われ、利用者に喜ばれていることです。
　また、年一回、本職のお鮨屋さんが目の前で握ってくれる
鮨パーティーも大変に好評です。
　管理者の阿部さんは、「地域がら、冬は雪に閉ざされ、外
出もままならず閉じこもりがちとなる利用者さんも多く、送迎の
際には、玄関先の雪かきをお手伝いしてでもデイにお連れ
し、皆さんと楽しく一日を過ごしていただきたい。」と話されて
いました。

　◎実際の手口（被害にあった実例）
例１　息子や孫になりすました電話が来る。「携帯の番号

が変わった。新しい番号を控えておいてね。」
　　　数日後、その番号から電話があり、お金の振り込みを

お願いする。すでに息子や孫の名で登録されている
ので、相手の声が変と思いつつも信用してお金を振
り込んでしまった。

例２　警察官や弁護士になりすました電話が来る。「お宅の
ご主人が痴漢をしました。相手の女性は示談に応じ
ると言っておりますが・・」

　　　身内の不祥事は、あまり世間に知られたくない。なる
べく穏便に。という思いから示談金で済むのならと安
易に考えて振り込んでしまった。

例３　「友達の保証人になった。友達が返済できないので
自分が払わないと殺されるかも・・」

　　　息子の命が危ないと思い、振り込んでしまった。

　◎振り込め詐欺に遭わないために
①電話の内容が事実かどうか必ず確認しましょう。息子や孫
の連絡先や連絡方法を決めておき、確実に連絡できるよう
にしておきましょう。
②弁護士や保険会社が事故や交通事故直後に示談金の
振り込みを勧めることはありません。
③すぐにお金を振り込まないで、家族や親戚、警察や役場な
どに相談しましょう。
④「今日中に振り込め」とか「お金を知人が取りに行くから」
などは、まず疑いましょう。
⑤家族しか知り得ないことを話し、相手の対応が違う場合、
振り込め詐欺かもしれないと疑いましょう。
⑥自分から「○○かい？」などと名前を言わずに相手に名前
を言わせるようにしましょう。
⑦人ごとと思わずに、冷静なときにそういった電話が来た時
の撃退法を考えておきましょう。

●通所介護（介護予防）施設とは
　自宅からの通い（送迎付き）により、要支援以上と認定
された介護を必要とする方々に食事や入浴、リハビリや
レクリエーション活動などを通じて、日常生活動作の向
上、健康保持や仲間作りなどのサービスが受けられます。
　また、介護者の負担軽減にも有効な施設です。
　次号では、「新治ふれあいセンター」をご紹介いたしま
す。

地域包括支援センターだより シリーズ

介護施設紹介
　前月号に続き、通所介護（介護予防）施設を紹介します。通所介護施設は、
通常デイサービスと呼ばれ、町内には11の施設があります。
　今月号でご紹介するのは、「水上デイサービスセンター」です。

ホームヘルパー
２級講座

平成２２年７月７日～７月３１日までの間で指定する８日間
５月31日（月）に説明会を開催　午前10時～・午後１時30分～ 詳細はＰ19をご覧ください

　先月号から、消費者被害シリーズを開始しました。今月号は、「振り込め詐欺」について、一緒に考えてみま
しょう。振り込め詐欺は、親や身内が子供とか孫を心配する気持ちの隙に入り込み、多額の現金を振り込ませる
悪質な犯罪です。最近は手口も巧妙なため、日頃から気をつけて、自分の所に電話がかかって来てもあわてない
よう心の準備をしておきましょう。

「水上デイサービスセンター」 

みなかみ 町 の

阿能川 １０５９番地１　　☎（７２）８７０８

だまされない  ひっかからない  安易に契約しない ～　消費者被害②　～

14
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■会場　町保健福祉センター
■対象　４か月児・１０か月児
■期日　５月13日(木)・６月10日(木)
■受付　４か月児　 13時45分～14時
　　　　10か月児　12時45分～13時

■会場　町保健福祉センター　■対象　妊婦および夫
■期日　６月６日(日)・13日(日)
■時間　９時30分～15時30分
※１週間前までに電話にてお申し込みください。

■会場　水上保健センター２階
■対象　1歳児から未就学児（全地区）
■期日　５月11日(火) ・６月１日(火)
■時間　10時～12時
～子どもの発育と育児について親子で学ぶ楽しい教室～
　　５月●母の日の贈り物を作ろう
　　６月●父の日の贈り物を作ろう

■会場　町保健福祉センター
■対象　就園前の乳幼児と親（全地区）
■期日　５月14日(金)・21日(金)・28日(金)
　　　　６月11日(金)・18日(金)・25日(金)
■時間　10時～12時　■主催　にこにこクラブ
～遊びながらお友達と出会う楽しいひろばです～

　　５月28日　●消防士さんのお話
　　６月25日　●七夕作り
※麦茶が出るのでコップを持参してください。
※にこにこくらぶでは一緒に活動してくれるボランティ
アを募集しています。詳しいことは久野豊子
 （☎６２－２４０３）までお問い合わせください。

◇ベビーマッサージを始めました（１歳までの乳児対象）
■日時　５月14日(金)・６月11日(金)　10：30～11：00
■持ち物　バスタオル、フェイスタオル、防水シーツ
※費用は無料で、予約も必要ありません。

■会場　町保健福祉センター
■対象　3か月児･8か月児･12か月児･妊婦および産婦
■期日　５月６日(木)・６月３日(木)
■時間　９時30分～11時30分
■受付時間および内容
　＊３か月児   10:00～10:15　計測・問診・ふれあい遊び
　＊８か月児     9:45～10:00　計測・問診・栄養相談
　＊12か月児 10:15～10:30   計測・問診・栄養相談
　＊妊・産婦      9:30～11:30   母乳相談（予約制）

■会場　子育て健康課　　■対象　全地区
■５月　10日(月)・17日(月)・24日(月)・31日(月)
■６月　７日(月)・14日(月)・21日(月)・28日(月)
■時間　９時～11時30分　13時～16時

■会場　町保健福祉センター

５月のじゃんぷの日(毎週木曜日)は以下のとおりです。
■会場　子育て支援センター　ベビールーム
　　　　（にいはるこども園内２階）
■対象　就学前の子どもと保護者　■時間　10時～12時
■詳細　５月６日●読み聞かせ
　　　　　 13日●お茶しませんか
　　　　　 20日●工作（万華鏡を作ろう！）
　　　　　 27日●おおきくなったかな？
　　　　６月３日●読み聞かせ

※子育て支援センター「汽車ぽっぽ」については、
　(☎６４－１８４８)までお問い合わせください。

健康づくりインフォメーション

計男の子 女の子
月夜野地区
水上地区
新治地区
計

おと
もだちが

ふえ
たよ！

おと
もだちが

ふえ
たよ！

おと
もだちが

ふえ
たよ！

みんなの保健
～みなさんの健康づくりをしっかりとサポートします～
●問い合わせ先　子育て健康課　子育て支援グループ　☎25-5009

３月
の出生者

◆数字は住民基本台帳に
　基づくものです。
（４月15日現在）

乳幼児健診

両親学級

子育てひろば　にこにこクラブ

子育て支援センター　汽車ぽっぽ

子育てセミナー（育児支援）

乳児相談・母乳相談

母子健康手帳交付

～対象の方には事前に個別通知いたします～

■■■■■■■　乳児健診　■■■■■■■

■■　幼児健診　　　　　　　　　　　　■幼児健診は地区に関係なく受診できます。
お気軽にお問い合わせください。

健　診　名 ５月 ６月

1歳6か月児健診　　対象　１歳７・8か月児 26(水) 

２歳児歯科健診　　対象　２歳１・２か月児  23(水)

２歳6か月児歯科健診　対象　２歳7・8か月児  15(火)

３歳児健診　　対象　３歳1・2か月児 19(水)

◇プチ子育て講座のお知らせ
　子どもの生活リズムについて、県内で活躍するプロ中
のプロが、どんなことでも楽しく答えてくれます。
■期日　５月10日(月)　■時間　10時～
■場所　汽車ぽっぽキッズルーム
■協力　群馬県幼児教育センター
■内容　「子育てのたのしみ方」

4 人 ０人 4人
０人 ０人 ０人
１人 ０人 １人
5人 ０人 ５人
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ご入学・ご入園
　　おめでとうございます!!

　４月４日から10日にかけて、町内の
小・中学校、幼稚園や保育園で入学式
および入園式が行われました。
　小・中学校の児童・生徒数および入
学者数、幼稚園・保育園の園児数をお
知らせします。

みなかみ町の

数字は住民基本台帳に基づくものです
※(　) 内は前月比

水と緑・歴史と文化に息づく
　利根川源流のまち  みなかみ

町の主な行事予定町の主な行事予定
５月

 １㈯ ■‘みなかみ’なつこ後援会設立総会●カルチャーセンター
16㈰ ■みなかみ町消防ポンプ操法競技会●月夜野緑地広場駐車場
29㈯～30㈰　■リバーベンチャー選手権大会●水明荘～諏訪峡

 ６㈰ ■郡市消防ポンプ操法競技会●沼田公園（予備日は13日を予定）
 ■平標山山開き安全祈願祭●平標山山の家前
中 旬 ■６月議会定例会●本庁舎議場

 ５㈪ ■町立第三保育園入園式・私立月夜野保育園入園式
 ７㈬ ■町立小・中学校始業式・入学式
 ８㈭ ■町立にいはるこども園入園式・町立月夜野北幼稚園入園式
 ９㈮ ■町立月夜野幼稚園入園式・町立月夜野幼稚園下牧分園入園式
10㈯ ■私立水上わかくりこども園開園式・入園式

６月

　総務省では経済的な理由等で地上デジタル放送が見られない世帯（具
体的にはＮＨＫ受信料全額免除世帯が対象）に対して、簡易チューナーを
無償給付するなどの支援を行います。なお、支給は現物支給で、ご自身で
購入したチューナー、アンテナ等の費用を精算することはできません。
■平成22年度分申込期限　平成22年７月２日㈮　※消印有効
■問い合わせ先
　◎支援制度全般について
　　総務省地デジチューナー支援実施センター
　　　☎（0570）033840　または　☎  044（969）5425
　　　□受付時間　平日：９時～21時、土日・祝日：９時～18時
　◎ＮＨＫ受信契約や受信料免除について
　　ＮＨＫ視聴者コールセンター
　　　☎（0570）000588　または　☎  044（871）8441
　　　□受付時間　平日：９時～21時、土日・祝日：９時～18時

Gallery 東京藝術大学卒業生
修了生寄贈作品

『　like a prayer　』
作者／皆川俊平
規格・素材／
　　H2,273㎜×W1,620㎜
　　キャンバス、油彩

作品の一部を「みなかみコレクション展」として、役場
水上支所２階および商工会水上支所２階に展示中です。
■開 場 日／月曜日～金曜日（祝祭日は除く）
■開場時間／午前９時～午後４時30分

■保育園

第三保育園 8
私立月夜野保育園 122
にいはるこども園 (保 ) 55
私立水上わかくりこども園 (保 ) 57

月夜野幼稚園 77
同　下牧分園 24
月夜野北幼稚園 12
にいはるこども園 (幼 ) 68
私立水上わかくりこども園 (幼 ) 37

古馬牧小学校 262 43 髙橋一幸
桃野小学校 207 29 髙橋芳夫
月夜野北小学校 48 6 齋藤伸行
水上小学校 159 21 塚越隆二
幸知小学校 40 6 原澤和弥
藤原小学校 16 3 石北直樹
新治小学校 323 44 松山英夫

月夜野中学校 315 114 髙橋　幹
水上中学校 117 37 田村正紀
藤原中学校 5 1 石北直樹
新治中学校 198 56 髙橋道明

園児数

園児数

保　育　園　名

幼　稚　園　名
■幼稚園

■小学校
児童数 入学者数 校長名

■中学校
生徒数 入学者数 校長名

学　校　名

学　校　名

総人口 22,419 人 （－65）
　男 10,831 人 （－30）
　女 11,588 人 （－35）
世帯数 8,222世帯 （－  4）

人口 世帯と

4月 1日現在

～水上小学校入学式より～

●　今月の表紙　●

◇生活保護受給世帯や町民税非課税の障害者世帯の方へ◇

４月に行われた主な行事

東京藝術大学卒業生・修了生からみなかみ町に寄贈され
た作品を紹介しています。

歳時記

～地上デジタル放送受信のための支援について～
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